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催
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話
題

　
 町
の
ニ
ュ
ー
ス

　
 小
学
校
・
中
学
校
だ
よ
り

　
 国
際
交
流
員

　
 議
会
だ
よ
り
　
ｖｏｌ．192

　
 お
知
ら
せ
 

　
 ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
 ほ
か
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　午前９時から式典が始まり、町長の式辞、祝百歳（安
岡靜枝さん、川村美佐子さん、東岡初子さん）のご紹
介、令和６年老人の日記念百歳高齢者：内閣総理大臣
表彰者 年度内に百歳を迎える方（門田壽子さん、南彌
久さん）の表彰、模範老人（竹内哲夫さん、小野靜子さ
ん、大西みきさん、畠中悦子さん、田中淳さん、土居美
恵子さん）の表彰の後、来賓の方々よりお祝いの言葉
をいただきました。

　町内の小学生からも心のこもった作文の発表をしていただき、最後は出席者を代表
して濱中芳久さんよりお礼の言葉が述べられました。
　演芸では、認定こども園なはり、奈半利小学校による演奏や歌や踊り、奈半利町民踊
愛好会や畠中悦子さんによる日本舞踊、フラダンスグループ、奈半利町婦人会おばちゃ
ん４８、日赤奉仕団の方々にご協力いただき、趣向を凝らした出し物を披露していただ
きました。また最後に奈半利町青年会よさこいと奈半利小唄の踊りで会場を盛り上げ
ていただき、出席された皆さんは楽しいひとときを過ごされていました。

　
収
穫
し
た
芋
と
米
は
６
月
に
植
え
た
も
の
で
、

今
年
は
天
候
の
影
響
や
害
虫
被
害
に
よ
る
生
育
の

状
況
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
少
な
い
な
が

ら
も
し
っ
か
り
と
成
長
し
芋
や
稲
の
実
り
あ
る
収

穫
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
初
め
て
の
収
穫
体
験
と
い
う

方
も
多
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
収
穫
の
大
変
さ

や
農
業
の
歴
史
な
ど
「
食
」
の
大
切
さ
や
、「
自

然
を
守
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
学
び
、
里
山
の
魅

力
を
よ
り
一
層
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
の
里
山
フ
ェ
ス
で
は
今
回
収
穫
し
た
も
ち

米
を
使
い
、
も
ち
つ
き
な
ど
の
体
験
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
10
月
19
日
（
土
）に
第
３
回
米
ケ
岡
里
山
フ
ェ
ス

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
米
ケ
岡
地
区
の
住

民
主
導
の
も
と
、
８
家
族
21
人
の
参
加
者
が
芋
ほ

り
と
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　第５９回奈半利町港まつりを９月２１日（土）に行いました。本まつりは、例年どお
り８月１６日に実施する予定でありましたが、８月８日の宮崎県沖で発生した地震
での南海トラフ地震臨時情報の発令に伴い、本年の港まつりの開催は延期での
実施となりました。当日は時折雨が降り、来場者の減少等も心配されておりまし
たが、町内外から多くの方々にご来場いただくことができました。
　この港まつりの開催にあたり、運営を支えていただきました関係者の方々をは
じめ、ご協賛をいただきました各社様、華麗な衣装や優美な踊りを披露していた
だいたよさこいチームの方々、また、会場周辺の住民の皆様方のご理解ご協力に
感謝いたします。

第５９回奈半利町港まつり開催

第
３
回
　

米
ケ
岡
里
山
フ
ェ
ス
を
開
催

令和６年度敬老会を開催
　９月１６日（月）の敬老の日に、長寿をお祝いしようと敬老
会が行われました。敬老会の対象となる７５歳以上の方は
８１６人となり、当日は、約１００人の方が出席されました。

☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス
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　協議会では、「地域と学校が一つになって、奈半利の子どもの成長のた
めに」と、地域の方に委員になっていただき、園小中の運営について協議し
ています。また、講師を迎えて講演会を開催するなど、地域の子育てについ
ても学んでいます。

7/25
開 催

―「子どもに対しての接し方、すごく参考になりまし
た」、―「当たり前のことを当たり前と考えずに、ほめ
ることが大事なんですね」、―「夫婦の間も同じ方
法で良いのでしょうか？」
　子どもの性格ではなく、困った行動に着目し、行
動の改善をめざす「ペアレント・トレーニング」につ
いて、療育福祉センターから野 宮々チーフを講師に
迎えて研修会を開催しました。その研修内容につ
いて紹介させていただきます。

　『 子どもの行動には３種類あります。「好ましい行
動」、「好ましくない行動」、「危険な行動・許されな
い行動」の３つです。人を傷つけたり、危険を伴う行
動には、制限を設けて厳しくかかわらなければなり
ませんが、あとのそれぞれの行動についてはどうで
しょうか。
　例えば、作った料理を家族が黙 と々食べている
場合と、「おいしいね」と言われる場合を思い浮か
べてみてください。「またがんばろう」と思えるのは
言うまでもありませんね。また逆の立場で、料理を
全部食べ切った直後に、「ごちそうさまは？」と叱ら
れる場合と、「全部食べてすごいね」とほめられる
場合とでは、その気持ちは全く異なります。
　このように日常的に当たり前のことに対しても、ど
んな声かけをするかで、次の行動への意欲が変わ
ってきます。そこで「好ましくない行動」へのかかわ
り方について考えてみます。
　玩具を片付けないとか、靴を脱ぎっぱなしなど、
ただ叱って終わっていることが多く、一時的には直
ったように見えても、また繰り返していることが少な
くありません。そこで完璧を求めるのではなく、行動

の中の良いところに目を向けて、少しでもできてい
ることをほめることが大事です。

　例えば、玩具箱に玩具を投げ入れていても、投
げ入れる行為からは注目を外して、片づけているこ
とをほめます。「好ましくない行動」はスルーして良
いところに着目することで、「好ましい行動」がだん
だん増えていきます。
　でも、やってほしい行動を待っても、なかなか表
れてこない場合もあります。そのようなときは適切に
指示を入れることも必要です。指示は決して命令で
はないので、穏やかに、でも毅然と伝えます。一度
の指示では動かないこともありますが、少し待って
再度指示します。そして従う様子が少しでもうかが
えたらすぐにほめます。
　また指示の予告も効果的です。「あと５分したら
宿題しようね」などと言っておいて、指示通りに動い
たらほめます。「お兄ちゃんは宿題終わっているの
に、まだやっていないの？」のように誰かと比較する
ことはよくありません。その子自身の中から行動を引
き出すことが大事です。
　「好ましくない行動」への𠮟責に終始するのでは
なく、「好ましい行動」に目を向けてほめることで、子
どもは自信を養い、失敗を恐れずにチャレンジしよ
うという気持ちが育っていきます』

　―「そうだったのか…」、―「子育て終わってしま
ったな…」、―「今から何ができるかな…」
　参加した委員の横顔からは、そんな声が聞こえ
てくるようでした。おのおのにこれからの子どもへ
のかかわり方を考えながら、会場を後にしました。

奈半利町学校運営協議会講演会奈半利町学校運営協議会講演会
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高
知
県
障
害
者
美
術
展

　
工
芸
の
部

　
　
２
年
連
続
入
選
！

お
宝
を
描
こ
う
展
　

　
　
表
彰
式
の
開
催

　
１０
月
２１
日（
月
）、第
２８
回
高
知
県
障
害
者
美
術

展（
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト
）に
て
、
林
田
義
雄
さ
ん

の
作
品「
親
子
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
」が
入
選
さ
れ
、
高

知
県
立
美
術
館
に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
美
術
展
は
、
障
害
者
の
作
品
を
公
募
し

て
、
芸
術
作
品
と
し
て
の
生
命
感
を
持
ち
、
障
害

者
の
さ
ら
な
る
制
作
意
欲
の
向
上
や
社
会
参
加

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
障
害

の
有
無
に
関
係
な
く
共
に
共
存
で
き
る
社
会
を

目
指
す
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。障

害
に
対
し
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の

文
化
振
興
の
発
展
に
と
っ
て
も
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
林
田
さ
ん
、
ご
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

　
10
月
26
日（
土
）、旧
加
領
郷
小
学
校
に
て
、な
は
り
浦

の
会
主
催「
第
19
回
お
宝
を
描
こ
う
展
」の
表
彰
式
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
日
よ
り
展
示
会
も
開
催
し
て
お
り
、奈
半
利

町
の
登
録
有
形
文

化
財
を
題
材
に
子

ど
も
た
ち
が
描
い

た
個
性
豊
か
な
作

品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し

た
皆
さ
ん
、表
彰
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

なはり古民家・廃校Art＆Live2024開催
　10月26日（土）～11月9日（土）に町内の
古民家および旧加領郷小学校で、なはり浦の
会主催「なはり古民家・廃校 Art＆Live2024」
を開催しました。
　Art 展では、多くの作家さんのそれぞれの
思いを込めた作品が展示されており、11 月 9
日（土）には、アンサリー氏によるライブが濱
田邸で行われました。
　登録有形文化財である古民家を活用し、町
の魅力に触れるとともに町内全体でさまざまな
芸術を楽しむことができました。
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11
月
3
日（
日
）奈
半
利
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
町
民
運
動
会
」
が
奈
半
利
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
町
民
の
方
々
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。前
日
ま
で
雨
が
降
っ
て
お
り

天
候
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
回

復
し
、絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
追
加
さ
れ
た
新
競
技「
玉
入
れ

リ
レ
ー
」で
は
、大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
競
技
で
、
玉
を
入
れ
る
の
が
難
し
く

応
援
の
声
が
よ
く
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

小
中
学
生
リ
レ
ー
で
は
、
小
学
生
と
中
学
生
が

協
力
し
合
い
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
競
争
に
会
場

は
沸
き
立
ち
、年
輪
リ
レ
ー
で
は
、出
場
選
手
の

力
強
い
姿
や
ラ
ン
ナ
ー
の
快
走
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
午
前
競
技
終
了
後
の
得
点
集
計
で
は
、東
町

地
区
が
22
点
で
先
行
。4
点
差
で
下
長
田
地
区
、

6
点
差
で
横
町
・
港
町
地
区
、
7
点
差
で
立
町

地
区
、8
点
差
で
法
恩
寺
・
宮
ノ
岡
地
区
、10
点

差
で
車
瀬
地
区
、
上

長
田
地
区
、加
領
郷
・

大
原
・
西
ノ
平
地
区

が
追
随
し
、
午
後
の

競
技
で
の
逆
転
を
ね

ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
競
技
で
は
、
車
瀬
地
区
が
玉
入

れ
リ
レ
ー
、
酒
屋
の
小
僧
と
連
続
で
1
位
を
取

り
、1
位
と
6
点
差
ま
で
近
づ
き
ま
し
た
。他
地

区
も
逆
転
を
ね
ら
い
健
闘
し
ま
し
た
が
、
車
瀬

地
区
の
勢
い
が
止
ま
ら
ず
最
後
の
年
輪
リ
レ

ー
で
逆
転
し
、
令
和
6
年
度
奈
半
利
町
町
民
運

動
会
は
車
瀬
地
区
が
優
勝
を
果
た
し
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
車
瀬
地
区
を
優
勝
へ
導
く
原

動
力
と
な
っ
た
實
重
優
さ
ん
と
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
合
戦
で
7
連
勝
の
大
活
躍
を
さ
れ
た
下
長

田
地
区
の
平
島
瑚
都
さ
ん
と
、
競
技
に
積
極
的

に
参
加
し
活
躍
し
た
山
岡
健
一
郎
さ
ん
が

M
V
P
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。受
賞
さ
れ
た
皆

様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
総
合
順
位
や
受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

総合順位

応援合戦の部

優勝 車　瀬 38 点
準優勝 下長田 37 点
3位 東浜・生木 36 点
4位 横町・港町 34 点
5位 東　町 34 点
6位 法恩寺・宮ノ岡 31 点
7位 立　町 31 点
8位 樋ノ口 30 点
9位 上長田 29 点
10 位 百　石 24 点
11 位 平松・弓場 23 点
12 位 加領郷・大原・西ノ平 21 点
13 位 中　里 20 点
14 位 六本松以東 16 点
　MVP受賞者
最優秀選手賞　實重　優さん（車瀬）
優秀選手賞　　平島　瑚都さん（下長田）
優秀選手賞　　山岡　健一郎さん（中里）
※同点の場合は、町民運動会規則により上位  
　入賞が多い地区が上位となっています。

第 1位　加領郷・大原・西ノ平　60点
第 2位　樋ノ口　　　　　　　　54点
第 3位　横町・港町　　　　　　49点

優　勝（車
瀬地区）

　
町
民
運
動
会
は
、お
年
寄
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
み
ん
な
が
集
ま

り
、
健
康
増
進
や
地
域
間
、
世
代

間
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、真
剣
に
競
技

す
る
こ
と
で
和
を
深
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
楽
し
む
こ
と
を
目
標

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。来
年
も

皆
様
の
元
気
な
姿
が
町
民
運
動

会
で
拝
見
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
・・・・
　
◇
　
・・・・
　
◇

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、町
民

運
動
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
各
地
区

の
世
話
人
の
皆
様
、役
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

今
年
よ
り
参
加
し
、多
く
の
参
加

者
と
盛
大
な
応
援
合
戦
を
披
露

し
て
い
た
だ
い
た
加
領
郷・大
原
・

西
ノ
平
地
区
の
皆
様
、大
変
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
6
年
度

奈
半
利
町
町
民
運
動
会

　開
催
！

　高知県で３月から行われていた、よさこいナイター野球大会に奈半
利町体育会野球部が出場し、２部トーナメントにて優勝しました。
　１回戦は、同点でしたが抽選で見事に勝ち、２回戦、３回戦と西野慎
投手と松崎慎吾投手を中心に、次々と強豪チームを倒し優勝すること
ができました。
　奈半利町体育会野球部は、奈半利町で野球をして育った選手が多く、
ベテラン、中堅、若手のバランスがとれたチームワークの良さが一番
のチームです。
　これからも、活動を続けながら野球を楽しんでいきたいと思います
ので、応援よろしくお願いします。

奈半利町体育会野球部
　第１３回よさこいナイター２部優勝！
奈半利町体育会野球部
　第１３回よさこいナイター２部優勝！

奈半利町体育会野球部メンバー
監督　松尾浩一  　 主将　西野太貴
選手　松崎慎吾・松尾健二・柳井丈貴・小松

大地・西野　慎・伊藤　正・仙頭　海
　　　和田侑晟・松村澪斗・田村　爽・山中

海飛・横田　聖・西岡直哉・前田晋太郎

3月30日（土）  1回戦
対SPIRITS　2－2（抽選
勝ち）
（投）西野慎・松村－（捕）
柳井
三塁打　松村
二塁打　田村　西野慎

8月1日（木）  2回戦
対杉本ビル　6－1
（投）松崎慎・松村－（捕）
前田
本塁打　田村
 　　　　　※ランニング×2

8月23日（金）  準々決勝戦
対MNP　5－3
（投）松崎慎－（捕）前田
本塁打　大西
 　　　　　※ランニング
二塁打　西野　松崎　
　　　　山中

9月10日（火）  準決勝戦
対城東OB　4－3
（投）松崎慎－（捕）柳井
三塁打　西野太

9月20日（金）  決勝戦
対WAON　1－0
（投）西野慎－（捕）松崎慎
二塁打　山中海

奈半利町体育会　100　001　0　2
SPIRITS 010　001　0　2

杉本ビル 000　001　0　1
奈半利町体育会 100　500　×　6

奈半利町体育会 000　200　3　5
MNP 101　000　1　3

奈半利町体育会 310　000　  　4
城東OB 102　000　  　3

WAON 000　000　0　0
奈半利町体育会 001　000　×　1
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　現在、６年生8人・５年生2人・４年生4人・３年生2人・２年生5人の計21人で活動しています。
　練習日は【月曜日１７：００～】【水曜日１７：００～】【土曜日１３：３０～】で小学校のグラウンドで行っていますので、
どの学年の子どもさんでも大歓迎です。

Tボール大会
　８月２4日（土）～２5日（日）に徳島県で行われたTボール大会に出場してきました。結果は、２回戦で負け
てしまいましたが、初の県外遠征ということもあり子どもたちにとっていい経験となりました。さまざまな
ご支援をいただき本当にありがとうございました。

　奈半利スポーツ少年団は、新チームになり練習
に励んでいます。井口杯・越知大会では1回戦で負
けてしまいましたが、子ども一人一人が練習の成
果を出そうと一生懸命な姿が見られました。
　新入部員が入り、上級生もしっかりしてきている
ところです。これからも、奈半利スポーツ少年団に
温かいご声援をどうかよろしくお願いします。

公式戦の成績

Tボール大会（徳島県）
８月２4日（土）
２回戦敗退

井口杯
９月２９日（日）　東部球場多目的グラウンド

奈半利スポーツ少年団　８―９　朝倉第二ヤングタイガース
　

越知大会
１０月１3日（日）　越知町民総合運動場

奈半利スポーツ少年団　０―８　後免オリオンズ
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夏の陣へのご協力、ありがとうございました夏の陣へのご協力、ありがとうございました
　８月24日（土）、多くの地域の方や保護者の方が来てくださり、夏の陣を盛大に行うことができました。話し合いをし、
準備はしてきたものの、「商品は売れるのだろうか」「練習通り発表できるかな」等不安も多かったと思いますが、各学
年の屋台、有志によるステージ発表、どれをとっても本当に素晴らしかったです。皆で協力してやり遂げることの喜び、
来ていただいた方に喜んでいただけたときのうれしさを味わうこともできました。また、当日の朝、再度３年生から接客
マナーについて確認する時間がありました。３年生と一緒に行う行事もだんだん少なくなっているので、３年生から大切
なことを学び、奈半利中学校の伝統を引き継いでいってほしいと思いました。
　この夏の陣の成功も、実行委員会の皆さんが何度も会を開き、入念に計画、準備をしてくれたおかげです。今年度の
課題を、次年度の夏の陣はもちろん、日頃の学校生活にも生かし、奈半利中のスローガン「Unity　奈中団結～自分自
身を輝かそう～」の実現につなげていってくれることと思います。
　地域、保護者の皆様、地域を回ってのチケット販売や夏の陣当日、温かい言葉をかけてくださいました。たくさんの方
と関わることで生徒たちも、いい経験をすることができています。今後もご支援、ご協力、よろしくお願いいたします。

生徒の感想より

　今年も夏になり夏の陣の時が来ました。夏の陣は奈
半利中学校で毎年やっている夏の一大行事で自分た
ちで商品を企画して値段やどのくらい売るのかなどを
計算してその分のチケットを用意し、町にチケットを売
りに行き本番で買ってもらう奈半利中学校の伝統行事
です。さらに夏の陣のもう一つの特徴がステージ発表
です。各学年、ダンスをしたり、合奏したり、今年は先生
方の漫才や合奏などもありました。
　僕たち３年生は最後の夏の陣となります。今年が３
回目の夏の陣でだいたいやることは分かってきている
ので、クラスのみんなも協力して進めることができまし
た。僕のグル―プは飲み物を販売しました。飲み物は
他のからあげやポテトと違って料理しなくていいので、
その分の時間を全校の接客マニュアルの作成にあて
ました。昨年の夏の陣の反省として、接客をする時にあ
まり良くない接客の仕方が見られたので、今年は僕た
ち飲み物班が全校の接客マニュアルを作ることになり
ました。ウエルカム感のある挨拶や礼儀正しい言葉や
対応などなかなか難しい内容になってしまいました。
実際作って各学年でしっかり正しい接客ができていた
と思います。それから、
僕もステージ発表をし
てすごく恥ずかしかった
です。それでも最後の
夏の陣は楽しく良い思
い出になりました。

　私は初めて夏の陣を
体験してみて、準備などはみんなと協力して、夏の陣を
楽しめるようにがんばって用意をしてすごく楽しかった
です。でも本番になって町の人々に売ったりするのは
思った以上に大変でした。
　売る時、私は人と話すのがはずかしくなんて言えば
いいのか分からなくてずっと人にまかせきりでした。見
ていると１年生全員ずっとにこにこしながらお客さんと
話して楽しそうに接客をしていました。その姿を見て
いて「みんなははずかしさがほとんどなく、お客さんに
たくさん買ってもらいたいと一生けんめい仕事をし
て、お客さんと話したりしていてすごいな」とずっと思
っていました。
　だから来年は私もみんなみたいに、お客さんをにこ

にこさせれるような接客をできるようにがんばりたい
と思いました。

　私は、焼きそば作りは
とても暑くてしんどかっ
たけど、お客さんに喜
んでもらえてうれしかっ
たです。また、買いすぎ
た食材もあり、時間内
に作りきれなかったの

で、来年は最上級生として下級生をひっぱりながら今
回の課題を解決できるようにしたいです。
　夏の陣をすることによってお店の店員さんや食べ物
を作る人の気持ちが少し分かった気がします。そのた
めこれから食べ物を食べるときはありがたく感謝の気
持ちをこめて食べるようにしたいです。

　１年生、２年生のときはうまくお店がまわらなかった
りステージ発表ができなかったりしたけど、今年は、お
店もスムーズにでき、ステージ発表も全員で参加する
ことができて本当に良かったです。準備の段階からみ
んなが真剣に取り組み、チケットを売ることができまし
た。個人的に成長できたかなと思っています。今年は
夏休みに夏の陣を開催したので、合奏やダンスの練
習、太鼓の練習などは、休みの間に学校へ来てしまし
た。だけど誰ひとり文句は言わず全員で参加できて良
かったです。また、お客さんへの言葉遣いや行動はと
ても難しく、戸惑うこともありましたが、サポートを互い
にしあって助け合いました。これは夏の陣だけではなく
日頃から意識していきたいと改めて思いました。

　お客さんもそうだけ
ど自分たちも盛り上が
ることができて、とって
も楽しかったです。夏の
陣が終わった後、みん
なで片づけるのがなぜ
か楽しかったです。疲れ
ていたけど、自分の所

が終わったら違う所を手伝うこともでき、けっこう早く
終わりました。
　３年間、夏の陣をした中で今年の夏の陣が一番楽し
かったし、思い出に残りました！
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　10月11日（金）、2年生は米ケ岡で芋掘
りをしてきました。6月に植えた苗が育って、
この日、みんなで芋掘りをしました。芋のつ
るは長く伸びており、児童は早く掘りたくて
ワクワクしていました。
　23人という多い人数の中、ご指導いた
だいた谷川さんや教育委員会の皆さん、
先生たちにも手伝ってもらいながら、みん
なで協力してたくさん収穫しました。小さ
いものもあったけれど、大きな芋を掘り当てたときは歓声が上がって
いました。
　収穫した芋は早速、お家へ持ち帰りました。
　この行事に関わってくださっている皆さん、本当にありがとうござ
います。そして、これからもよろしくお願いします。

　9月16日（月）、令和6年度、敬老会が行われました。
3年生は作文発表と演芸発表をしました。
　2学期になってすぐに3年生は作文を書いたり、歌、
リコーダーの練習をしたりしてきました。短い練習期間
でしたが、本番は立派に作文発表と演芸発表をしてい
ました。
　はじめに、代表児童6人が作文を発表しました。普段
なかなか伝えられないおじいちゃん、おばあちゃんへの
感謝の気持ちを伝えました。
　演芸発表では、「ちょうちょ」、「かっこう」のリコーダー
奏と「にじ」「きっとありがとう」の合唱をしました。舞台袖
での緊張している様子は全くなく、本番では堂 と々発表
をしていました。3年生にとっては、大きな舞台で発表す
る貴重な経験になったと思います。
　これからも3年生には、自分や友達、家族、周りの人たちを大切に思い、感謝しながら
関わっていってほしいと思います。

　
1年生　親子はみがき教室

　
1年生　こども園さくら組さんとの交流学習（園小交流）

　
3年生　敬老会

　7月1日（月）に、親子歯みがき教室
を実施しました。いつもお世話になっ
ている吉村先生に、歯みがきの仕方
やなぜ歯みがきが必要なのかクイズ
をしながら楽しく教えていただきまし
た。感心したことに1年生は、こども園
の時に習ったことをしっかり覚えてい
て、発表できていました。
　永久歯に生え変わっている今、歯
みがきの大切さを再認識できるよい
機会となりました。

　5月25日（土）には、小学校の運動会にさくら組（年長児）さんがかけっこで参加。9月5日（木）には、小学校に来ていただ
いてしゃぼんだま遊びとプール遊びを楽しみました。そして、10月12日（土）には、1年生がこども園の運動会に参加。今年
度も交流を楽しんでいます。
　プール遊びやしゃぼんだま遊びでは、さくら組さんが困らないようにお世話をしようとがんばる姿がたくさん見えました。
1年生にとってもうれしい時間でしたね。後日、さくら組さんがお礼のお手紙を届けてくれたのも、喜んでいました。
　こども園の運動会では、力いっぱい走り、お土産もいただきました。園庭を走る1年生は一段と大きく見え、成長を感じら
れた方も多かったのではないでしょうか。お土産にいただいたノートとえんぴつは、日頃の学習で大切に使っていきます。

　
2年生　芋掘り

　はやくサンゴが大きくなってほしいし、いろいろな体験が
できたので楽しかった。もっとサンゴのことを知りたい。

（太田　莉穂奈）

　サンゴのことを知れてうれしかったです。あと、強いサン
ゴと弱いサンゴがあるとか、いろいろ知れてうれしかったで
す。海ごみで、サンゴが死ぬことがあるということを学んだ。
海にごみがいっぱいあると、サンゴが死んじゃうのでなるべ
く海にごみをすてないでと伝えたい。

（松尾　絢音）

　サンゴは海の変化を教えてくれていることが分かった。
メガサップ、シーカヤックにのって楽しかったし、サンゴはい
ろいろな形があるとわかった。

（中島　彩喜）

　
4年生　環境学習・海の活動

　4年生は9月25日（水）～27日（金）に環境学習・海の活動を行いまし
た。森林の働きやサンゴについて、座学で2日間学んだ後、最終日は海
に出てサンゴの移植やマリンスポーツを体験しました。
　移植したサンゴは、上手に育てば子どもたちがおじいちゃん、おばあ
ちゃんになる頃まで生きられるそうです。元気に育つといいですね。
　子どもたちはサンゴの移植体験のほか、海辺のごみ拾いをしたり、シ
ーカヤックなどマリンスポーツを楽しんだりして、ふるさとの自然を大切
にしていこうという気持ちが高まったようです。

　海は本当にしょっぱかったし、サップも楽しかったです。
サンゴは海の中があついと白くなること、森林などはサンゴ
を守る役割があることを学びました。私はキワメイシサンゴ
を植えたことを、みんなに伝えたいです。

（山窪　栞央）

奈半利小学校便り奈半利小学校便り奈半利小学校便り
10月
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　10月11日（金）、2年生は米ケ岡で芋掘
りをしてきました。6月に植えた苗が育って、
この日、みんなで芋掘りをしました。芋のつ
るは長く伸びており、児童は早く掘りたくて
ワクワクしていました。
　23人という多い人数の中、ご指導いた
だいた谷川さんや教育委員会の皆さん、
先生たちにも手伝ってもらいながら、みん
なで協力してたくさん収穫しました。小さ
いものもあったけれど、大きな芋を掘り当てたときは歓声が上がって
いました。
　収穫した芋は早速、お家へ持ち帰りました。
　この行事に関わってくださっている皆さん、本当にありがとうござ
います。そして、これからもよろしくお願いします。

　9月16日（月）、令和6年度、敬老会が行われました。
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る貴重な経験になったと思います。
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関わっていってほしいと思います。
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を実施しました。いつもお世話になっ
ている吉村先生に、歯みがきの仕方
やなぜ歯みがきが必要なのかクイズ
をしながら楽しく教えていただきまし
た。感心したことに1年生は、こども園
の時に習ったことをしっかり覚えてい
て、発表できていました。
　永久歯に生え変わっている今、歯
みがきの大切さを再認識できるよい
機会となりました。
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（太田　莉穂奈）

　サンゴのことを知れてうれしかったです。あと、強いサン
ゴと弱いサンゴがあるとか、いろいろ知れてうれしかったで
す。海ごみで、サンゴが死ぬことがあるということを学んだ。
海にごみがいっぱいあると、サンゴが死んじゃうのでなるべ
く海にごみをすてないでと伝えたい。

（松尾　絢音）

　サンゴは海の変化を教えてくれていることが分かった。
メガサップ、シーカヤックにのって楽しかったし、サンゴはい
ろいろな形があるとわかった。

（中島　彩喜）

　
4年生　環境学習・海の活動

　4年生は9月25日（水）～27日（金）に環境学習・海の活動を行いまし
た。森林の働きやサンゴについて、座学で2日間学んだ後、最終日は海
に出てサンゴの移植やマリンスポーツを体験しました。
　移植したサンゴは、上手に育てば子どもたちがおじいちゃん、おばあ
ちゃんになる頃まで生きられるそうです。元気に育つといいですね。
　子どもたちはサンゴの移植体験のほか、海辺のごみ拾いをしたり、シ
ーカヤックなどマリンスポーツを楽しんだりして、ふるさとの自然を大切
にしていこうという気持ちが高まったようです。

　海は本当にしょっぱかったし、サップも楽しかったです。
サンゴは海の中があついと白くなること、森林などはサンゴ
を守る役割があることを学びました。私はキワメイシサンゴ
を植えたことを、みんなに伝えたいです。

（山窪　栞央）

奈半利小学校便り奈半利小学校便り奈半利小学校便り
10月

7~

◀ なはり広報　No.3579



　
5年生　宿泊学習

　9月26日（木）、27日（金）に高知県立青少年センターで宿泊学
習を行いました。みんなで話し合った「みんなで仲良く協力し、ル
ールやマナーを守ってよい思い出をつくろう」という目標をもち、1泊
2日を過ごしました。1日目は青少年センターで、心の冒険プログラ
ム、スナッグゴルフ、ひらめき体験教室、キャンドルの集いを行いました。キャンドルの集
いでは、子どもたちが班で協力して一生懸命スタンツを披露していました。2日目はポイ
ントオリエンテーリング、野外炊飯を行いました。
　どの活動でも、協力して行動する姿が見られ、すばらしかったです。一つ屋根の下
で、お互いの知らない一面を知るなど、目標を意識して学習したからこそ友達との距
離も縮まり、とても良い思い出になったと思います。

　わたしは、この2日間でみんなと協力するということが
できるようになりました。みんなと協力しないとできないこと
がたくさんありました。
　特にみんなで協力できたと思った活動は、心の冒険プ
ログラムです。この活動の中のうちゅうのさんぽで、一つ
の輪の中に全員で入るということがみんなで協力してで
きたなと思いました。私が失敗してしまったときに友達が
はげましてくれてうれしかったです。
　このことから、友達が失敗してもせめるのではなく、は
げましの言葉をかけてあげたら友達もよろこんでくれると
思いました。これからは、みんなと協力し、はげましあって
生活していきたいです。 （川崎　音愛）

　わたしはこの2日間で、スナッグゴルフができるようにな
りました。はじめはむずしかったけど後からできるようにな
りました。できなかったことは、キャンドルのつどいのセリフ
をまちがえてしまったので、これからの学習でセリフを言う
ときがあればもっと練習したいです。
　友達のがんばりを二つ見つけました。一つ目は、心の
冒険プログラムでブラックホールに吸い込まれないように
フラフープに入るときにみんなが助け合っていていいなと
思いました。二つ目は、カレーライスをみんなで作ったとき
です。みんなが協力して笑顔でカレーを作っていて楽し
かったです。
　これからの生活に生かしたいことは男女かんけいなく
みんなとかかわり、もっといいクラスにしていきたいと思い
ました。 （濵中　楓菜）

　10月1日、海の活動がありました。天候の関係で、一度延びてい
たので、できるか心配していたけど、まずはできてよかったです。
　活動は、メガサップ、シーカヤック、シュノーケリングを予定していま
したが、水が濁っていたため、シュノーケリングができませんでした。
　はじめに、シーカヤックをしました。3人一組だったので、息を合わ
せないとうまく進まなかったので、難しかったです。
　次は、メガサップをしました。立って漕ぐのが、バランスがとれなく
て、難しかったです。そのあと、落とし合いになりました。キーラン先
生がとても強くて、6対 1でやって、やっと勝てました。とても楽しかっ
たです。
　シュノーケリングができなくて少し残念でしたが、メガサップなどが
楽しく、心に残る思い出になりました。　　　　　　（内川　琥太）

　ぼくは、10月1日に海の活動で、メガサップ、
シーカヤック、シュノーケリングをしました。
　メガサップは、でかくてすごく揺れて、立って漕
ぐのとても難しかったです。でも、安定したら、ぐ
いぐい漕げて楽しかったです。
　シーカヤックは、大翔君と三志郎君と同じカ
ヤックでやりました。大翔さんがカヤックを揺らし
て沈みそうになったけど、楽しかったです。
　シュノーケリングは、海が濁っていて自分たち
が植えたサンゴを見ることができませんでした。
見られるとよかったな、と思いました。
　　　　　　　　　　　　（安岡　真渚人）

　10月10日に、クラスのみんなと、ヘルスメイトさんといっしょ
に、豚肉入り野菜炒めとブロッコリーのマヨネーズ和え、コー
ンスープ、りんご、オレンジを作って食べました。
　わたしは、コーンスープを作り、りんごを少し切りました。
コーンスープを作るのは、楽しくて、作り方を詳しく教えてくれ
たので、分かりやすかったです。りんごは、みんなでウサギり
んごにしました。りんごを切ったり、ウサギりんごにしたりする
のは、とても難しかったです。でも、みんなと協力できたし、朝
食の大切さがわかりました。
　みんなで協力して作った料理は、とてもおいしかったし、
朝食は、体のいろいろなエネルギーになり、脳のスイッチを切
り替えることがわかりました。　　　　　　（丸下　陽愛）

　ぼくは、10月10日に、ヘルスメイトの皆さんと朝ごは
んづくりをしました。
　ぼくは野菜炒めの担当になり、最初に豚肉を炒めま
した。色が変わった時に、ヘルスメイトさんが切ってくれ
たニンジンを入れました。この時はまだ混ぜやすかった
けど、キャベツを入れると一気に混ぜにくくなって、ヘル
スメイトさんに助けてもらって、何とか混ぜることができ
ました。自分たちが作ったご飯は、おいしくて、友達が
作ってくれたものもおいしかったです。
　今日の学習で、朝食の良い所がわかったし、朝食は
大切だなと思いました。　　　　　　（寺村　亮哉）

　
6年生　海の活動

｠
食育事業「もぐもぐモーニング」～今日一日を元気に過ごすために‼～

　１０月１日（火）、奈半利町地域振興課の協
力を得て、「奈半利町森林環境学習」の一環
で、4年生の時に移植したサンゴの生育状況の
調査と、自然体験学習としてマリンスポーツ体
験を行いました。水の濁りがあって、サンゴの
観察はできませんでしたが、メガサップとカヤ
ックの2つのマリンスポーツを楽しみました。

☆しっかり食べて元気いっぱい
　◎朝ごはんは、目覚ましスイッチ！
　◎生活リズムを整えましょう！
　◎朝ごはんを食べない習慣はやめましょう！

　
6年生　歯みがき教室

　７月１日（月）、歯科衛生士の吉村春奈さんをお招きし
て、「12歳になった今の自分の歯」について教えていただ
き、改めて歯みがきの大切さを学びました。磨き残しのな
いようにこつを教えていただき、時間をかけて歯磨きもし
ました。自分の歯と向き合うよい時間となりました。
　
　租税教室

　９月５日（木）、安芸法人会（籠尾ドックの松尾実希さん）に「税金」についての出前
授業をしていただき、税金の種類や使途について詳しくお話を聞きました。子どもたち
は税金がなくなってしまったらどんな世の中になるのかを知ることで、税金の大切さに
気づくことができました。授業の終わりには、クイズに答えながら学習のまとめを行い、

1億円のレプリカの重さも体感し
ました。学習後、「税のはがきコ
ンクール」への取り組みも行い、
出品しました。早くも結果が届
き、特別賞1人、入選1人、さら
に学校賞もいただきました。

　１０月１０日（木）、朝食の大切さやバランスの取
れた朝食、生活習慣等についての話を聞いた
後、地域のヘルスメイトさんと一緒に朝食づくりを
行いました。そして、楽しく会食をしました。

テーマ

奈半利小学校便り奈半利小学校便り奈半利小学校便り 10月7~
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5年生　宿泊学習

　9月26日（木）、27日（金）に高知県立青少年センターで宿泊学
習を行いました。みんなで話し合った「みんなで仲良く協力し、ル
ールやマナーを守ってよい思い出をつくろう」という目標をもち、1泊
2日を過ごしました。1日目は青少年センターで、心の冒険プログラ
ム、スナッグゴルフ、ひらめき体験教室、キャンドルの集いを行いました。キャンドルの集
いでは、子どもたちが班で協力して一生懸命スタンツを披露していました。2日目はポイ
ントオリエンテーリング、野外炊飯を行いました。
　どの活動でも、協力して行動する姿が見られ、すばらしかったです。一つ屋根の下
で、お互いの知らない一面を知るなど、目標を意識して学習したからこそ友達との距
離も縮まり、とても良い思い出になったと思います。

　わたしは、この2日間でみんなと協力するということが
できるようになりました。みんなと協力しないとできないこと
がたくさんありました。
　特にみんなで協力できたと思った活動は、心の冒険プ
ログラムです。この活動の中のうちゅうのさんぽで、一つ
の輪の中に全員で入るということがみんなで協力してで
きたなと思いました。私が失敗してしまったときに友達が
はげましてくれてうれしかったです。
　このことから、友達が失敗してもせめるのではなく、は
げましの言葉をかけてあげたら友達もよろこんでくれると
思いました。これからは、みんなと協力し、はげましあって
生活していきたいです。 （川崎　音愛）

　わたしはこの2日間で、スナッグゴルフができるようにな
りました。はじめはむずしかったけど後からできるようにな
りました。できなかったことは、キャンドルのつどいのセリフ
をまちがえてしまったので、これからの学習でセリフを言う
ときがあればもっと練習したいです。
　友達のがんばりを二つ見つけました。一つ目は、心の
冒険プログラムでブラックホールに吸い込まれないように
フラフープに入るときにみんなが助け合っていていいなと
思いました。二つ目は、カレーライスをみんなで作ったとき
です。みんなが協力して笑顔でカレーを作っていて楽し
かったです。
　これからの生活に生かしたいことは男女かんけいなく
みんなとかかわり、もっといいクラスにしていきたいと思い
ました。 （濵中　楓菜）

　10月1日、海の活動がありました。天候の関係で、一度延びてい
たので、できるか心配していたけど、まずはできてよかったです。
　活動は、メガサップ、シーカヤック、シュノーケリングを予定していま
したが、水が濁っていたため、シュノーケリングができませんでした。
　はじめに、シーカヤックをしました。3人一組だったので、息を合わ
せないとうまく進まなかったので、難しかったです。
　次は、メガサップをしました。立って漕ぐのが、バランスがとれなく
て、難しかったです。そのあと、落とし合いになりました。キーラン先
生がとても強くて、6対 1でやって、やっと勝てました。とても楽しかっ
たです。
　シュノーケリングができなくて少し残念でしたが、メガサップなどが
楽しく、心に残る思い出になりました。　　　　　　（内川　琥太）

　ぼくは、10月1日に海の活動で、メガサップ、
シーカヤック、シュノーケリングをしました。
　メガサップは、でかくてすごく揺れて、立って漕
ぐのとても難しかったです。でも、安定したら、ぐ
いぐい漕げて楽しかったです。
　シーカヤックは、大翔君と三志郎君と同じカ
ヤックでやりました。大翔さんがカヤックを揺らし
て沈みそうになったけど、楽しかったです。
　シュノーケリングは、海が濁っていて自分たち
が植えたサンゴを見ることができませんでした。
見られるとよかったな、と思いました。
　　　　　　　　　　　　（安岡　真渚人）

　10月10日に、クラスのみんなと、ヘルスメイトさんといっしょ
に、豚肉入り野菜炒めとブロッコリーのマヨネーズ和え、コー
ンスープ、りんご、オレンジを作って食べました。
　わたしは、コーンスープを作り、りんごを少し切りました。
コーンスープを作るのは、楽しくて、作り方を詳しく教えてくれ
たので、分かりやすかったです。りんごは、みんなでウサギり
んごにしました。りんごを切ったり、ウサギりんごにしたりする
のは、とても難しかったです。でも、みんなと協力できたし、朝
食の大切さがわかりました。
　みんなで協力して作った料理は、とてもおいしかったし、
朝食は、体のいろいろなエネルギーになり、脳のスイッチを切
り替えることがわかりました。　　　　　　（丸下　陽愛）

　ぼくは、10月10日に、ヘルスメイトの皆さんと朝ごは
んづくりをしました。
　ぼくは野菜炒めの担当になり、最初に豚肉を炒めま
した。色が変わった時に、ヘルスメイトさんが切ってくれ
たニンジンを入れました。この時はまだ混ぜやすかった
けど、キャベツを入れると一気に混ぜにくくなって、ヘル
スメイトさんに助けてもらって、何とか混ぜることができ
ました。自分たちが作ったご飯は、おいしくて、友達が
作ってくれたものもおいしかったです。
　今日の学習で、朝食の良い所がわかったし、朝食は
大切だなと思いました。　　　　　　（寺村　亮哉）

　
6年生　海の活動

｠
食育事業「もぐもぐモーニング」～今日一日を元気に過ごすために‼～

　１０月１日（火）、奈半利町地域振興課の協
力を得て、「奈半利町森林環境学習」の一環
で、4年生の時に移植したサンゴの生育状況の
調査と、自然体験学習としてマリンスポーツ体
験を行いました。水の濁りがあって、サンゴの
観察はできませんでしたが、メガサップとカヤ
ックの2つのマリンスポーツを楽しみました。

☆しっかり食べて元気いっぱい
　◎朝ごはんは、目覚ましスイッチ！
　◎生活リズムを整えましょう！
　◎朝ごはんを食べない習慣はやめましょう！

　
6年生　歯みがき教室

　７月１日（月）、歯科衛生士の吉村春奈さんをお招きし
て、「12歳になった今の自分の歯」について教えていただ
き、改めて歯みがきの大切さを学びました。磨き残しのな
いようにこつを教えていただき、時間をかけて歯磨きもし
ました。自分の歯と向き合うよい時間となりました。
　
　租税教室

　９月５日（木）、安芸法人会（籠尾ドックの松尾実希さん）に「税金」についての出前
授業をしていただき、税金の種類や使途について詳しくお話を聞きました。子どもたち
は税金がなくなってしまったらどんな世の中になるのかを知ることで、税金の大切さに
気づくことができました。授業の終わりには、クイズに答えながら学習のまとめを行い、

1億円のレプリカの重さも体感し
ました。学習後、「税のはがきコ
ンクール」への取り組みも行い、
出品しました。早くも結果が届
き、特別賞1人、入選1人、さら
に学校賞もいただきました。

　１０月１０日（木）、朝食の大切さやバランスの取
れた朝食、生活習慣等についての話を聞いた
後、地域のヘルスメイトさんと一緒に朝食づくりを
行いました。そして、楽しく会食をしました。
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外国語指導助手

　私の出身はアメリカのテキサス州です。アメリカの50州の中で、テキサ
ス州の人口は2番目に多く、約3000万人が住んでいます。また、陸地面
積が2番目に広い州で、面積は約696000平方キロメートルと日本の約2
倍です。

　テキサスの首都はオースティン
という市です。
　オースティンは人気がある観光
地で、議事堂を見たり、サウス・コ

ングレスという有名な商店街で買い物をしたり、バートン・スプリ
ングス・プールで泳いだり、ライブ演奏を聞いたりすることがで
き、たくさんの人がオースティンに行きます。

　テキサスの有名な料理は、バーベキューやメキシコ料理です。
バーベキューとは、バーベキューソースをかけて焼いたお肉で、
多くの人がお正月や独立記念日などの祝日にバーベキューを作り
ます。
　また、テキサス州はメキシコの隣にあるため、メキシコ料理も
人気があります。私の家族は毎年クリスマスにタマレというメキ
シコ料理を食べています。

　テキサス州は面白くてきれいな州だと私は思います。
　皆さん、テキサス州に行ってみてくださいね。

　私は、日本に来て以来、オーストラリアと日本の似ているところと似て
いないところが気になりました。
　例えば、日本の学校では生徒が掃除をするのですが、オーストラリアの
学校では、掃除屋がしています。個人的に、生徒が掃除をすることは、と
てもいいことだと思いますし、オーストラリアの学校でも生徒が自ら掃除
をしたらいいと思いました。ま

た、日本のお昼は、おいしくて健康にいい学校給食を食べます
が、オーストラリアのお昼では、ほとんど家からお昼ご飯を持っ
てきて、健康にあまり良くないものが入っています。
　一方、学校以外でも違うところがあります。
　スポーツで例えると、オーストラリアでは、オーストラリアン
フットボールやラグビーが人気ですが、日本では野球やサッカ
ーが人気だそうです。
　しかし、日本とオーストラリアでも共通点がたくさんあります。
　普段の生活では、両国の人々が一緒に友達と会話したり、スポーツをしたり、おいしい食事を食べた
り、散歩をするなどの共通点があり、学校でも両国の生徒が運動会や水泳大会を一緒に楽しむことが
できる共通点があります。
　国々の文化の違いに気づきながら、共通点にも気づくことが大事だと私は思います。

☆  テキサス州の紹介 ☆

☆  日本とオーストラリアを比較してみた ☆

Mahula Maegan
マフラ　  メガン

Daly 　Kieran
デーリー　キーラン
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令和5年度各会計の決算の状況
会　　計　　名 令和5年度

（歳入）
令和5年度
（歳出）

令和4年度
（歳出）

前年度対比
（歳出） 採決結果

一 般 会 計 31億9,333万円 31億0,629万円 33億9,047万円 91.6% 賛成者全員
特
別
会
計

国 保 会 計 4億9,268万円 4億8,925万円 5億676万円 96.5% 賛成者全員
簡 易 水 道 1億3,346万円 1億2,649万円 1億1,623万円 108.8% 賛成者全員
漁業集落排水 8,421万円 8,031万円 5,038万円 159.4% 賛成者全員
後期高齢医療 6,158万円 6,097万円 6,208万円 98.2% 賛成者全員
計 39億6,526万円 38億6,331万円 41億2,592万円 93.6%

令和6年度　補正予算
一般会計　総務費、民生費、消防費などに8,370万円を追加｡

令和6年度補正予算各会計予算
会　　計　　名 既定予算額 追加予算額 予算総額 採決結果

一 般 会 計 34億8,446万円 8,370万円 35億6,816万円 賛成者全員
特
別
会
計

国 保 会 計 5億2,483万円 0 5億2,483万円 賛成者全員

後期高齢医療 6,433万円 50万円 6,483万円 賛成者全員

計 40億7,362万円 8,420万円 41億5,782万円

令和5年度の決算を認定
　

　一般会計歳出総額
31億629万円
（前年度比　6.4％減）

　

　特別会計の歳出総額
　　　国民健康保険事業	 4億8,925万円
　　　簡易水道事業	 1億2.649万円	

　　　漁業集落排水事業	 8,031万円
　　　後期高齢者医療	 6,097万円

●令和６年9月定例会
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○
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
各
指

標
及
び
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
財
政

健
全
化
法
に
定
め
ら
れ
た
各
指
標
に

つ
い
て
は
、
３
カ
年
平
均
の
実
質
公

債
費
比
率
は
、令
和
３
年
度
0・9
％
、

令
和
４
年
度
1
・
7
％
、
令
和
５
年

度
は
対
前
年
度
2
・
4
ポ
イ
ン
ト
増

の
4
・
1
％
に
増
加
し
た
が
、
起
債

を
発
行
す
る
際
に
許
可
を
必
要
と
す

る
基
準
の
18
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結

実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、
本
町

は
赤
字
決
算
団
体
で
は
な
く
、
将
来

負
担
比
率
に
つ
い
て
も
、
将
来
負
担

額
よ
り
も
基
金
残
高
等
の
充
当
可
能

財
源
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

指
標
に
基
づ
く
評
価
を
必
要
と
せ

ず
、
本
町
の
財
政
は
比
較
的
安
定
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、人
口
減
少
対
策
、

防
災
減
災
対
策
、生
活
基
盤
の
整
備
、

観
光
振
興
、
定
住
・
移
住
促
進
事
業
、

少
子
高
齢
化
対
策
や
そ
れ
に
伴
う
社

会
保
障
費
の
増
加
な
ど
、
多
大
な
財

政
負
担
を
必
要
と
す
る
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。

　

各
種
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
総
合
計
画
を
基
本
と
し
た
中
長

期
的
な
見
通
し
の
も
と
、
事
業
の
実

効
性
や
費
用
対
効
果
、
優
先
順
位
等

を
的
確
に
検
証
し
、
計
画
的
で
有
効

な
執
行
に
努
め
て
い
く
。

　

財
政
運
用
に
つ
い
て
は
、
各
指
標

を
注
視
し
な
が
ら
、
産
業
振
興
に
よ

る
町
税
の
増
収
や
滞
納
対
策
の
強
化

等
に
よ
る
自
主
財
源
の
拡
大
と
適
正

な
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
国
、
県
の
動
向
注
視
と
情

報
収
集
に
努
め
、
有
利
な
補
助
事
業

の
導
入
と
経
費
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用

し
、
計
画
的
、
か
つ
健
全
で
安
定
的

な
財
政
運
営
を
図
り
、
課
題
に
的
確

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
豊
か
で
明
る

い
奈
半
利
町
の
実
現
、
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、住
み
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
魅

力
あ
る
奈
半
利
町
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

等
の一体
的
実
施
事
業
に
つ
い
て

　

当
事
業
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
に
関
わ
る
身
体
的
脆
弱
性
や
慢
性

疾
患
、
認
知
機
能
や
社
会
的
つ
な
が

り
の
低
下
と
い
っ
た
複
数
の
課
題
に

対
し
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
保
険
者

で
あ
る
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
と
奈
半
利
町
が
協
力
し
て
、

後
期
高
齢
者
の
健
康
増
進
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
努
め
る
べ
く
、
取
り
組
む

事
業
で
あ
る
。

　

６
月
27
日
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
実
施
し
、委
託
業
者
を
選
定
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康

教
室
の
開
催
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
従
前
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る
、
国
保
の
保
健
事
業
と
合
わ
せ
、

町
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た
事
業
を

進
め
て
い
く
。

○
第
13
回
ち
び
っ
こ
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
に
つ
い
て

　
「
み
な
と
未
来
会
議
」
主
催
の
「
第

13
回
ち
び
っ
こ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」

が
、
奈
半
利
町
と
の
共
催
に
よ
り
、

７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
平
成
22
年

度
か
ら「
奈
半
利
町
ふ
る
さ
と
海
岸
」

に
お
い
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

小
学
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

は
東
京
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
70

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

大
会
当
日
は
、
猛
暑
に
よ
る
参
加

児
童
の
体
調
が
心
配
さ
れ
た
が
、
事

故
や
体
調
を
崩
す
者
も
な
く
、
ス
イ

ム
、
バ
イ
ク
、
ラ
ン
の
３
種
類
の
競

技
を
、
お
互
い
に
競
い
合
い
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
町
内
か
ら
参
加
し
た
児
童

も
入
賞
す
る
な
ど
、
盛
況
の
う
ち
に
無

事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な

体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る

過
程
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
奈
半
利
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
住
民
参
加
型
の
催
し
に
取

　９月定例会は９月１０日に開会、町長からの行政報告の後、報告１件、人事案件２件、条
例案件１件、契約案件１件、予算案件３件、決算認定５件、その他の案件２件を原案通り認定、
可決し１３日に閉会した。
　一般質問には４人の議員が登壇し、「給食費の無償化について」、「人口減少対策について」、
「ハラスメント対策について」、「なはりの郷の運営状況について」などについて執行部の考え
を質
ただ
した。

●令和６年　第3回定例会（9月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

VOL.192　議会だより　▶ 14



り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

○
な
は
り
里
山
フ
ェ
ス
（
米

ケ
岡
地
区
集
落
維
持
・
活

性
化
事
業
）
に
つ
い
て

　

な
は
り
里
山
フ
ェ
ス
は
、
小
学
生

ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
ご
家
族
を
対

象
と
し
、
米
ケ
岡
地
区
に
お
い
て
、

日
ご
ろ
農
業
に
親
し
む
機
会
の
な
い

子
ど
も
た
ち
に
、
自
然
豊
か
な
里
山

で
の
米
作
り
体
験
、
棚
田
に
生
息
す

る
生
き
物
観
察
や
昆
虫
採
集
な
ど
、

農
作
業
を
通
じ
た
「
食
」
の
大
切
さ
、

「
自
然
を
守
る
」
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
、
里
山
の
魅
力
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
集
落
維
持
・
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
米
ケ
岡

地
区
の
住
民
主
導
の
も
と
、
行
っ
て

い
る
事
業
で
あ
る
。

　

本
年
、
２
回
目
の
体
験
事
業
を
去

る
８
月
３
日
に
開
催
し
た
。

　

11
家
族
24
人
、
う
ち
子
ど
も
13
人

が
参
加
し
、
生
活
体
験
学
校
周
辺
の

池
や
水
路
で
の
生
き
物
観
察
や
昆
虫

採
集
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
前
に
あ
ら

か
じ
め
採
集
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク

ワ
ガ
タ
の
鑑
賞
の
ほ
か
、
昼
食
時
に

は
、
奈
半
利
町
婦
人
会
の
協
力
を
得

て
、
流
し
そ
う
め
ん
の
体
験
な
ど
を

行
い
、
米
ケ
岡
地
区
な
ら
で
は
の
自

然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に

親
し
み
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

次
回
、
３
回
目
の
体
験
事
業
で
は

「
稲
刈
り
」
や
「
さ
つ
ま
い
も
の
収

穫
体
験
」
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

里
山
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
交

流
人
口
の
拡
大
、
集
落
の
維
持
・
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

○
教
育
委
員
会
事
業
に
つ
い
て

（
１
）社
会
教
育・ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

　

８
月
21
日
に
奈
半
利
町
教
育
研
究

集
会
主
催
、
教
育
委
員
会
の
後
援
に

よ
る
講
演
会
を
、
講
師
に
高
知
県
警

察
本
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
の
野

口
基
行
氏
を
招
き
「
私
た
ち
の
身
近

に
ひ
そ
む
危
険
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

実
施
し
た
。
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
み
便
利
に
な
る
に
つ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
幼
少
期
か
ら
ゲ
ー
ム
機
器
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
触
れ
る
機

会
が
増
え
て
い
る
。
な
か
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
危
険

性
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
犯

罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

も
、
大
人
は
十
分
理
解
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
講
演

会
の
開
催
と
な
っ
た
。
講
演
会
当
日

は
、
教
職
員
や
保
護
者
等
合
わ
せ
約

40
人
の
参
加
が
あ
り
、
講
師
の
専
門

的
な
知
識
と
経
験
か
ら
、
犯
罪
や
ト

ラ
ブ
ル
に
至
っ
た
具
体
例
や
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
未
然
防
止
策
な

ど
、
詳
し
く
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
の
改
善
や
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
努
め
て
い
く
。

　

７
月
22
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の

期
間
中
の
毎
日
、
奈
半
利
小
学
校
及

び
旧
加
領
郷
小
学
校
の
プ
ー
ル
開
放

を
実
施
し
た
。
プ
ー
ル
開
放
に
際
し

て
は
、
監
視
員
に
は
救
命
救
急
講
習

を
受
講
し
て
も
ら
い
、
緊
急
時
に
備

え
た
対
応
及
び
プ
ー
ル
利
用
者
に
対

す
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
指
導
な
ど

安
全
性
の
確
保
を
促
し
た
。
ま
た
、

本
年
度
は
、
監
視
員
を
３
人
体
制
と

し
、
開
放
時
間
中
は
職
員
が
複
数
回

巡
回
す
る
な
ど
、
監
視
体
制
を
強
化

し
て
実
施
し
た
。
開
放
期
間
中
に
お

け
る
大
き
な
け
が
な
ど
の
発
生
は
起

こ
ら
ず
、
無
事
に
プ
ー
ル
開
放
の
終

了
を
迎
え
て
い
る
。

　

 （
２
）
就
学
支
援
に
つ
い
て

　

本
町
に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
奈
半
利
町
人
づ

く
り
奨
学
基
金
給
付
制
度
は
、
本
年

度
は
新
た
に
大
学
等
に
進
学
さ
れ
た

学
生
18
人
、
在
学
中
の
学
生
22
人
の

合
計
40
人
の
給
付
対
象
と
な
る
学
生

の
皆
さ
ん
に
、
修
学
状
況
に
応
じ
た

入
学
料
及
び
授
業
料
の
支
援
と
し
て
、

総
額
1
、5
6
5
万
円
の
給
付
を
行
っ

た
。
こ
の
制
度
の
継
続
は
、
経
済
的

支
援
と
し
て
多
く
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
本
町

の
次
世
代
を
担
う
若
者
の
教
育
及
び

修
学
に
つ
な
げ
る
支
援
と
し
て
、
引

き
続
き
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
中
芸
広
域
連
合
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

議
　
　
案

◆
報
　
告

○
一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
３
月
設
立
の
一
般
社
団

法
人
な
は
り
の
郷
か
ら
第
９
期
事
業

年
度
の
終
了
に
伴
い
、
そ
の
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
の
提
出
が
あ
っ
た

の
で
、
地
方
自
治
法
第
2
4
3
条
の

３
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

に
報
告
を
す
る
も
の
。

◆
人
　
事

○
教
育
長
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
長
の
選
任

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

濱
内
恵
一
氏
が
任
命
さ
れ
た
。

住
所　

奈
半
利
町
乙
6
7
0
番
地
1

氏
名　

濱
内　

恵
一

　
　
　

昭
和
37
年
7
月
10
日
生

　
賛
成
者
多
数
（
同
意
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
大
北
英
政
氏
を
教
育
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
の
同
意
を
求
め
る
議
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案
が
提
出
さ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
同
意
さ
れ
た
。

住
所　
奈
半
利
町
乙
1
3
1
9
番
地
2

氏
名　

大
北　

英
政

生
年
月
日　

昭
和
54
年
4
月
12
日

　
賛
成
者
全
員
（
同
意
）

◆
条
　
例

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
も
の
。賛

成
者
全
員
（
可
決
）

◆
そ
の
他

○
奈
半
利
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
介
護
予
防
拠
点
施
設

「
車
瀬
い
こ
い
の
家
」
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て
、
車
瀬
地
区
に
指
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　
○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
奈
半
利
港
水
門
設
置

工
事
の
入
札
を
令
和
６
年
８
月
28
日

に
指
名
業
者
５
社
で
行
い
、
安
芸
郡

奈
半
利
町
乙
4
8
0
2
番
地　

有
限

会
社
木
下
建
設　

代
表
取
締
役　

木

下
龍
二
が
、
6
、
4
6
8
万
円
で
落

札
し
た
の
で
、
同
業
者
と
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。　

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　
○
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
議
案

　

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
。

　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
予
　
算

○
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

50
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

を
そ
れ
ぞ
れ
6
、
4
8
3
万
円
と
定

め
る
も
の
。
歳
入
は
、
繰
越
金
50
万

円
を
追
加
し
、
歳
出
で
は
、
総
務
費

50
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

２
号

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
の
増
減
を

な
し
と
し
、
歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ

ぞ
れ
5
億
2
、
4
8
3
万
円
と
定
め

る
も
の
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
繰
入
金
1
5
6

万
円
を
追
加
し
、
繰
越
金
1
5
6
万

円
を
減
額
す
る
も
の
。
な
お
、
歳
出

の
補
正
は
な
い
。

　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　
○
令
和
６
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
３
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

8
、
3
7
0
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
35
億
6
、

8
1
6
万
円
と
定
め
る
も
の
。
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
6
、

4
6
9
万
円
、
繰
越
金
2
、
5
6
9

万
円
、
町
債
2
、
0
9
5
万
円
を
追

加
し
、
地
方
交
付
税
1
、
0
0
4
万

円
、
繰
入
金
2
、
4
5
1
万
円
を
減

額
す
る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
総
務
費
1
、
3
8
8
万
円
、
民

生
費
3
、
2
5
0
万
円
、
消
防
費

1
、
2
2
1
万
円
、
諸
支
出
金
1
、

5
3
4
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
賛
成
者
全
員
（
可
決
）

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
月
11
日
）

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
令

和
6
年
第
3
回
定
例
会
議
案
第
11
号

令
和
5
年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
地

域
振
興
常
任
委
員
会
と
連
合
審
査
を

開
催
し
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　	

（
9
月
11
日
）

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
令

和
6
年
第
3
回
定
例
会
議
案
第
7
号

令
和
5
年
度
奈
半
利
町
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
及
び
議
案
第
8
号
令
和
5
年
度

奈
半
利
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

総
務
民
生
常
任
委
員
会
と
連
合
審
査

を
開
催
し
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

　

　
（
9
月
4
日
）

○
令
和
6
年
第
3
回
定
例
会
の
会
期

に
つ
い
て　
　

　

第
3
回
定
例
会
会
期
に
つ
い
て
、

総
務
課
長
よ
り
提
出
議
案
の
説
明
を

受
け
、
協
議
を
行
っ
た
。
案
件
は
、

報
告
1
件
、
人
事
案
件
2
件
、
契
約

案
件
1
件
、
決
算
5
件
、
予
算
3
件
、

そ
の
他
の
案
件
2
件
、
そ
し
て
一
般

質
問
の
通
告
が
4
件
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
審
議
を
行
う
た
め
の
会
期
を
10

日
か
ら
13
日
ま
で
の
4
日
間
と
定
め

た
。

　　

　
（
8
月
20
日
）

○
議
会
広
報
研
修
会
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
9
月
広
報
（
議
会
だ
よ

り
）
の
編
集
・
校
正
を
行
っ
た
。

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会
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去
る
８
月
６
日
か
ら
８
月
８
日
の

3
日
間
、
行
政
視
察
を
行
っ
た
。
７

日
は
長
野
県
飯
綱
町
で
議
会
改
革
に

つ
い
て
の
研
修
、
８
日
は
岐
阜
県
中

津
川
市
で
ま
ち
お
こ
し
施
設
の
見
学

を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
議
会
か
ら

10
人
、
太
田
副
町
長
、
小
野
地
方
創

生
課
課
長
補
佐
で
、
参
加
者
全
員
か

ら
視
察
研
修
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の

提
出
を
受
け
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
の
総
括
は
次
の
と
お
り
。

○
飯
綱
町
の
議
会
改
革

　

飯
綱
町
は
、
人
口
約
1
万
1
千
人

余
り
の
町
で
基
幹
産
業
は
農
業
、
特

に
リ
ン
ゴ
栽
培
が
盛
ん
な
山
間
の
町

で
あ
る
。
議
員
定
数
は
15
人
で
平
成

20
年
よ
り
「
町
長
と
切
磋
琢
磨
す
る

議
会
」、「
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
」
を
目
指
し
て
議
会
改
革
に
取
り

組
み
、
平
成
24
年
に
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
活
動

と
し
て
は
、
定
期
的
に
町
民
と
議
会

の
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
や
町
民

か
ら
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
を
公
募
・
選

出
し
、
町
に
対
し
て
議
会
と
協
働
し

て
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
議
会
の
活
動
を
見
え

る
化
す
る
た
め
、
1
年
間
の
議
会
の

活
動
内
容
や
議
員
の
自
己
評
価
な
ど

が
掲
載
さ
れ
た
議
会
白
書
の
発
行
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。
政
策
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
声

を
直
接
町
に
届
け
る
こ
と
と
町
民
に

町
政
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
平
成
25

年
か
ら
令
和
3
年
の
間
に
延
べ
6
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
経
験
者
の
方
が
町
議

に
選
出
さ
れ
る
な
ど
、
取
り
組
み
の

成
果
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会

白
書
の
発
行
に
よ
り
町
民
が
議
会
及

び
議
員
の
活
動
を
検
証
す
る
こ
と
が

で
き
、
懇
談
会
に
お
い
て
有
意
義
な

議
論
・
協
議
を
す
る
た
め
の
材
料
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
飯
綱
町
の
視
察
研
修
は
、

住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
の

在
り
方
、
ど
の
よ
う
に
し
て
住
民
の

声
を
町
政
に
生
か
す
の
か
、
議
会
の

政
策
立
案
・
提
案
機
能
の
充
実
と

い
っ
た
面
で
非
常
に
参
考
に
な
る
こ

と
が
多
く
、
奈
半
利
町
議
会
と
し
て

も
今
後
、「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目

指
し
、
議
会
の
権
限
と
役
割
・
責
任

を
果
た
す
た
め
、議
会
改
革
の
推
進
、

議
会
基
本
条
例
の
策
定
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

○
ち
こ
り
村
の
視
察

　

岐
阜
県
中
津
川
市
に
あ
る
「
ち

こ
り
村
」
は
地
元
応
援
、
農
業
応

援
、
高
齢
者
雇
用
応
援
を
目
的
に

2
0
0
6
年
に
建
設
さ
れ
た
産
業
観

光
施
設
で
あ
り
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
特
産
品
の
直

販
所
を
有
す
る
施
設
で
あ
る
。

　

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
平
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
勢
の
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
経

営
の
順
調
さ
を
実
感
で
き
た
。ま
た
、

従
業
員
の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
あ

り
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
と
い
っ
た
課
題
に
も
一
定
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

中
津
川
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の
施
策
と

し
て
大
い
に
参
考
に
な
る
面
も
あ
る

が
、
大
規
模
な
施
設
の
建
設
が
伴
う

た
め
、
奈
半
利
町
で
実
施
す
る
た
め

に
は
十
分
な
検
討
と
住
民
の
理
解
を

得
る
必
要
が
あ
る
。

奈
半
利
町
議
会
議
員

視
察
研
修
報
告

　【表決の状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○、反対×

議　員　

　議　案　

大
西
洋
三

岩
内　

博

瀬
川　

崇

竹
﨑　

稔

川
島　

巧

坂
本
年
男

安
岡　

健

小
笠
原
良

中
川
和
明

木
下　

清

結　

果

教育長の任命につき議会の同意を求めることについて 無記名投票による表決 同意
教育委員会の委員の任命同意 無記名投票による表決 同意
奈半利町国民健康保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
奈半利町介護予防拠点施設の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
工事請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
高知県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
令和5年度漁業集落排水事業特別会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
令和5年度簡易水道事業特別会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
令和5年度後期高齢者医療特別会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
令和5年度国民健康保険事業特別会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
令和5年度一般会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
後期高齢者医療特別会計補正予算第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
国民健康保険事業特別会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
奈半利町一般会計補正予算第３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

※　議長は表決をしないことになっています。

◀ 議会だより　VOL.19217



学校給食を無償化する考えはないか
　全国の状況や町の財政状況を
　　勘案しながら検討していく/ 竹﨑町長

川島　巧  議員

奈
半
利
小
・
中
学
校
の
給
食

の
無
償
化
に
つ
い
て

問　
今
年
6
月
時
点
で
給
食
の
無
償
化

は
全
国
の
3
割
に
上
っ
て
い
る
。
奈
半

利
町
に
お
い
て
も
、
給
食
の
無
償
化
を

考
え
て
も
い
い
時
期
に
来
て
い
る
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策

の
補
助
金
で
、
小
・
中
学
校
の
給
食
が

無
償
と
な
っ
て
い
た
が
、
無
償
化
で
費

用
の
増
加
は
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

答　
五
味
教
育
次
長

　

令
和
5
年
度
に
給
食
費
を
無
償
化
し

た
こ
と
に
よ
る
費
用
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
約
5
1
8
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

継
続
的
な
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
約
50
%
近
く
の
額
を
す
で

に
町
が
負
担
し
、
子
育
て
世
帯
の
支
援

を
図
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ

の
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
、
今
後
の
検

討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
奈
半
利
町
に
お
い
て
は
、
小
・
中

学
校
の
1
カ
月
の
給
食
費
が
4
2
0
0

円
か
ら
4
8
0
0
円
と
な
っ
て
い
て
、

実
質
賃
金
が
26
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

し
て
い
る
現
在
の
国
民
の
給
与
状
態

で
、
毎
月
4
千
円
以
上
の
、
二
人
の
お

子
さ
ん
が
い
れ
ば
8
千
円
以
上
の
給

食
費
が
出
費
と
な
る
。
こ
こ
で
あ
と

5
3
0
万
円
ほ
ど
予
算
を
追
加
す
れ

ば
、
給
食
を
無
償
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。
町
が
子
育
て
の
苦
労
を
解

消
し
て
い
け
ば
、
明
る
い
未
来
が
開
け

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

も
、
今
全
国
の
自
治
体
で
増
え
つ
つ
あ

る
、
給
食
費
の
無
償
化
に
踏
み
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
単
価
を

超
え
た
分
を
町
で
負
担
し
て
い
る
。
こ

の
町
が
負
担
し
て
い
る
額
は
令
和
5
年

度
で
約
7
6
1
万
円
で
あ
り
、
子
育
て

支
援
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。今
後
、

国
、
県
内
の
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら

無
償
化
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答　
竹
﨑
町
長

　

現
在
、
要
保
護
、
準
要
保
護
世
帯
に

つ
い
て
は
、
給
食
費
全
額
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
消
費
税
の
増
税
や
物
価

高
騰
に
よ
る
光
熱
水
費
、
賄
材
料
費
の

上
昇
は
給
食
費
に
反
映
せ
ず
、
1
食
あ

た
り
の
単
価
を
据
え
置
き
に
し
て
い

る
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
支
援
を
続
け

て
い
き
な
が
ら
、
全
国
的
な
状
況
や
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
、
給
食
の
無
償
化

を
考
え
て
い
き
た
い
。

奈
半
利
小
・
中
学
校
で
使
用
さ
れ
て

い
る
学
習
用
情
報
端
末
に
つ
い
て

問　
奈
半
利
町
で
は
、
子
ど
も
の
個
人

情
報
な
ど
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。ま
た
い
ろ
い
ろ
な
会
社
が
、

そ
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
や
、
利
用
し
た
い

と
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ

う
な
対
処
を
行
う
の
か
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

及
び
関
連
例
規
等
に
基
づ
き
取
り
扱
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
規
則
に
の
っ
と
り
行
政
申
請
を
行

え
ば
、
他
者
が
閲
覧
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
ふ
う
に
規
則
に
は
書
い

て
あ
る
が
、
そ
の
認
識
で
良
い
か
。

答　
五
味
教
育
次
長

　

個
人
情
報
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
の

で
、
開
示
請
求
で
他
者
が
取
得
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
所
が
あ
る
が
、
保
護

者
、
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
提
供
で
き

る
と
考
え
る
。

問　
開
示
の
条
件
に
対
す
る
見
解
と
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て
の
今
後
の
奈
半

利
町
、
及
び
町
長
と
し
て
の
姿
勢
及
び

方
針
を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
濱
内
教
育
長

　

学
校
で
使
用
し
て
い
る
学
習
用
情
報

端
末
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ
ー
な
ど
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
先

生
方
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。現

行
の
保
険
証
が
廃
止

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

問　
奈
半
利
町
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
る
人
の
特
定
が
で
き

て
い
る
の
か
、
ま
た
マ
イ
ナ
保
険
証
の

有
無
を
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
資
格

確
認
書
の
発
行
は
ど
の
よ
う
な
形
で
発

行
さ
れ
る
か
。
ま
た
マ
イ
ナ
保
険
証
の

登
録
解
除
が
、
今
年
10
月
よ
り
可
能
と

な
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
奈
半
利
町
で

は
い
つ
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

現
在
、
国
保
と
後
期
高
齢
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
が
特
定
で
き
る

よ
う
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
い
る
。
特

定
し
た
後
は
、
必
要
な
方
に
対
し
て
申

請
を
頂
く
こ
と
な
く
職
権
交
付
で
こ
ち

ら
か
ら
発
行
し
て
い
く
。
ま
た
登
録
解

除
に
つ
い
て
も
10
月
末
ま
で
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問　
解
除
申
請
か
ら
登
録
解
除
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
と
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ

た
場
合
、
無
保
険
状
態
が
存
在
し
な
い

か
。

答　
寺
村
住
民
福
祉
課
長

　

土
日
の
タ
イ
ム
ラ
グ
な
ど
が
想
定
さ

れ
、
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
対
策
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
今
後
思
い
も
よ
ら
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
、

問
題
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
が
発
生
し
た
と

き
に
、
町
長
と
し
て
対
処
す
る
に
あ

た
っ
て
の
町
長
の
方
針
、
姿
勢
、
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
竹
﨑
町
長

　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
住
民
に
対
し
、
丁
寧
に
説
明

し
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

こ
こ
は
ど
う
す
る

一
般

質
問
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奈半利町の人口減対策について
　有効な施策・事業を模索しながら
　　人口減少を抑えていく/ 大西地方創生課長

坂本　年男  議員

奈
半
利
町
の
人
口
減
対
策

を
問
う

問　
現
在
の
人
口
は
男
女
合
計
２
、
８

６
３
人
で
あ
り
、
昨
年
同
時
期
と
比
較

す
る
と
６０
人
前
後
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
総
合
戦
略
で
は
２
０
５
０
年
に

２
、
５
１
８
人
を
目
標
と
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
が
続
け
ば

は
２
、０
０
０
人
を
大
き
く
割
り
込
み
、

2
0
2
5
年
で
１
、９
８
８
人
と
な
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
地
域
応
援
隊
な

ど
毎
年
数
名
は
応
募
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
定
住
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
と
思
う
。
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
そ
の
問
題
点
を
改

善
し
て
一
人
で
も
多
く
の
移
住
者
を
受

け
入
れ
、
地
域
の
活
性
を
図
っ
て
い
く

の
か
、
町
と
し
て
の
活
動
の
現
状
を
聞

き
た
い
。

　
そ
こ
で
私
の
考
え
だ
が
、
若
者
の
移

住
者
が
多
く
い
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
や

は
り
働
く
場
が
少
な
い
。
そ
し
て
収
入

面
で
も
満
足
す
る
だ
け
の
状
況
に
至
っ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
移

住
者
が
定
住
で
き
て
い
な
い
。今
一
度
、

移
住
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
て
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
シ
ニ
ア
の
方
に
も
声
掛
け
、

ネ
ッ
ト
配
信
で
奈
半
利
町
の
良
い
と
こ

ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

　
海
、
山
、
川
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
た
地
域
で
田
、
野
菜
、
鶏
、
ミ
ツ
バ

チ
な
ど
を
飼
育
し
な
が
ら
、
自
給
自
足

で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
を
し
て
い
た

だ
く
。
そ
し
て
親
が
ゆ
と
り
の
生
活
が

で
き
て
い
れ
ば
、
そ
の
方
の
子
ど
も
た

ち
、
孫
た
ち
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
れ

ば
若
者
の
移
住
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
も
う
一
度
、
行
政
と
し

て
再
考
を
願
い
た
い
。
町
長
の
見
解
を

伺
う
。

 

答　
大
西
地
方
創
生
課
長

　

人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、
本
町
は
も

と
よ
り
、
高
知
県
、
ま
た
、
日
本
全
体

の
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
優
位
な
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
、
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
移
住
促
進

の
取
り
組
み
の
な
か
の
1
つ
で
あ
る
移

住
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
東
京

や
大
阪
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
各
種
移
住

フ
ェ
ア
等
に
参
加
し
、
町
の
P
R
を
は

じ
め
新
規
就
農
者
や
新
規
漁
業
研
修

生
、
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

誘
致
の
ほ
か
、
議
員
が
言
わ
れ
る
自
然

豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い
て

も
、
若
年
層
の
み
な
ら
ず
高
齢
層
ま
で

幅
広
く
声
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
な
か
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
比
較
的
移
住
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
」
を
活
用
し
た
移
住
者
の
受
け
入
れ

が
主
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
以

降
15
人
の
方
を
受
入
れ
て
い
る
が
、
現

在
着
任
さ
れ
て
い
る
２
人
を
除
く
、
13

人
の
う
ち
で
、
定
住
に
至
っ
た
方
は
２

人
で
、
う
ち
１
人
は
新
規
就
農
者
と
し

て
、
地
域
農
業
を
担
う
農
業
後
継
者
に

な
っ
て
い
る
。
隊
員
の
方
が
任
期
満
了

後
に
定
住
に
至
ら
な
い
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
が
、
1
人
で
も
多
く
の
方
を

定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
移
住
で

の
思
い
描
い
て
い
る
理
想
と
現
実
に
な

る
べ
く
齟そ

ご齬
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
や
対
策
な
ど
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
制
度

以
外
の
移
住
者
と
し
て
は
、
漁
業
研
修

制
度
で
の
研
修
終
了
後
に
、
漁
業
者
と

し
て
独
立
さ
れ
、
町
内
に
家
を
建
て
ら

れ
定
住
し
た
方
が
２
人
、
そ
し
て
、
定

置
網
漁
業
の
乗
組
員
と
し
て
１
人
の
方

が
雇
用
で
の
定
住
に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
の

町
の
ア
ピ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
今
回
の

補
正
予
算
で
、ご
承
認
を
い
た
だ
い
た
、

高
知
県
が
今
年
度
創
設
し
た
人
口
減
少

対
策
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
町
の
魅

力
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
や
移
住
フ
ェ

ア
等
で
発
信
す
る
、
移
住
促
進
動
画
の

制
作
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。な
お
、

移
住
促
進
以
外
で
も
、
こ
の
交
付
金
を

活
用
し
、
出
生
数
・
婚
姻
数
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
、
結
婚
相
談
所
や
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
イ
ト
へ
の
入
会
登
録
支
援
等
の

新
た
な
事
業
も
実
施
し
て
い
く
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
移
住
者
が
安
心

し
て
定
住
す
る
た
め
の
事
業
や
、
町
民

が
奈
半
利
町
に
暮
ら
せ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
を
模
索

し
な
が
ら
、
人
口
減
少
を
少
し
で
も
抑

制
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
人
口
減
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

手
立
て
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ

る
程
度
は
理
解
で
き
る
。
今
年
か
ら
県

の
指
導
で
始
ま
っ
た
高
知
県
人
口
減
少

対
策
総
合
交
付
金
の
創
設
で
は
、
当
町

は
５
７
０
万
円
程
度
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
金
額
は
４
年
間
継
続
的
に
交

付
さ
れ
る
と
の
話
だ
が
、
や
は
り
こ
こ

で
い
う
補
助
金
を
計
画
的
に
活
用
し
て

効
果
が
出
る
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の

計
画
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

　
ま
た
移
住
者
に
向
け
、
住
宅
と
し
て

活
用
す
る
中
間
管
理
住
宅
、
特
に
米
ケ

岡
等
の
中
山
間
に
も
整
備
し
、
運
用
す

る
こ
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め
る

人
た
ち
が
非
常
に
多
い
時
代
で
あ
り
、

進
め
て
み
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答　
大
西
地
方
創
生
課
長

　

こ
の
交
付
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
、

年
度
ご
と
に
変
更
が
か
か
っ
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
計

画
を
策
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
計

画
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
高
知
県
の
地

域
企
画
支
援
員
等
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
交
付
金
の
有
効
活
用
に
努
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
中
間
管
理
住
宅
整

備
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中

で
中
間
管
理
住
宅
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
米
ケ
岡
地
区
の
中
で
空
き
家
と
し

て
中
間
管
理
住
宅
へ
の
応
募
、
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
あ
れ
ば
、
ご
紹
介

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

に
つ
い
て

問　
労
働
施
策
総
合
推
進
法
の
改
正
法

の
成
立
で
、
２
０
２
０
年
６
月
１
日
よ

り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化
さ

れ
た
。

　
し
か
し
近
年
、
他
の
自
治
体
な
ど
で

は
、
議
員
や
首
長
、
管
理
職
か
ら
の
職

員
な
ど
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
報
道
が

連
日
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。
職
場
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
被
害
者
の

能
力
発
揮
を
著
し
く
制
限
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
当
事
者
相
互
の
信
頼
関
係
を

破
壊
し
、
組
織
全
体
の
円
滑
な
業
務
遂

行
を
阻
害
し
て
、
ひ
い
て
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
よ
る
住
民
へ
の
不
利
益

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
重
大
な
人
権
侵

害
行
為
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
社
会
的
規
範
に
従
い
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
取
り
組
む
こ

と
、
良
好
な
職
場
環
境
を
確
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
町

の
職
員
、
及
び
町
長
等
管
理
職
者
、
議

員
は
当
町
の
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
防
止
し
、
健
全
で
風
通
し
の
良

い
職
場
環
境
を
確
立
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

問　
自
治
体
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
等
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
自
治
体

の
要
綱
や
規
定
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
当
町
で
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
の
現
況
を
伺
う
。

答
　
井
上
総
務
課
長

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
現
況
に
つ
い

て
は
、「
奈
半
利
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定

し
、
令
和
２
年
11
月
１
日
か
ら
施
行
し

て
い
る
。
ま
た
、令
和
５
年
２
月
に
は
、

全
職
員
を
対
象
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
職
員
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
に
議
員
や
管
理
職
等
か

ら
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
疑
う
事

例
が
あ
っ
た
か
伺
う
。
こ
れ
は
公
益
通

報
者
保
護
法
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の

で
慎
重
な
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

答　
井
上
総
務
課
長

　

令
和
２
年
11
月
1
日
に
「
奈
半
利
町

職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す

る
規
程
」
に
よ
り
相
談
等
窓
口
の
設
置

や
相
談
等
の
処
理
に
つ
い
て
定
め
て
以

降
、
議
員
や
管
理
職
等
か
ら
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
事
案

は
な
く
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
疑
う
事
例

等
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
。

　
問　
こ
の
改
正
は
一
部
を
除
き
地
方
公

務
員
に
も
適
用
さ
れ
る
が
、
自
治
体
議

会
の
議
員
は
二
元
代
表
制
の
主
旨
か
ら

首
長
の
雇
用
管
理
上
の
処
置
の
対
象
で

は
あ
る
の
で
、
議
員
か
ら
職
員
に
対
す

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
ル
ー
ル

は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
本
町
で
も
首
長
・
議
会
議

員
な
ど
特
別
職
も
含
め
た
全
体
的
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
条
令
を
早

急
に
制
定
す
べ
き
時
期
だ
と
考
え
、
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
井
上
総
務
課
長

　
「
奈
半
利
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
等
に
関
す
る
規
程
」
で
は
、
職
員

の
定
義
を
「
奈
半
利
町
役
場
に
勤
務
す

る
全
て
の
職
員
、
受
託
業
務
に
従
事
し

て
い
る
者
等
町
の
業
務
に
従
事
す
る
全

て
の
者
を
い
う
。」
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
特
別
職
の
職
員
、

一
般
職
の
職
員
、会
計
年
度
任
用
職
員
、

非
常
勤
職
員
、
派
遣
職
員
等
、
町
の
機

関
で
働
く
全
て
の
職
員
が
こ
の
規
程
の

対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

議
員
か
ら
の
職
員
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
こ
の
規
定
の
対
象
で
は
な
い
。

現
時
点
で
、
当
町
に
は
、
職
員
が
職
員

以
外
か
ら
受
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

す
る
ル
ー
ル
を
規
定
し
た
も
の
は
な

い
。

　

現
在
の
規
定
以
外
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の

事
例
を
今
後
、
調
査
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
質
問
は
特
別
な
予
算
や
設
備

や
関
係
機
関
と
の
調
整
等
が
要
る
も
の

で
も
な
い
。
そ
し
て
経
費
が
係
る
訳
で

も
な
い
。
条
例
を
制
定
す
る
の
か
、
し

な
い
の
か
。
制
定
す
る
必
要
が
な
い
と

思
う
な
ら
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

答　
竹
﨑
町
長

　

現
在
の
規
定
で
は
職
員
が
職
員
以
外

か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
き
に

対
応
で
き
る
規
定
は
な
い
。
今
後
、
全

国
的
な
調
査
も
し
な
が
ら
、
す
べ
て
を

網
羅
し
た
も
の
で
い
く
の
か
、
細
部
に

分
け
て
い
く
の
か
、
規
定
や
指
針
の
部

分
も
含
め
、
他
町
村
の
事
例
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ハラスメント防止条例を制定すべきでは？
　 他町村の事例も調査しながら
　　　　　　　　　進めていきたい / 竹﨑町長

小笠原　良  議員
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一
般
社
団
法
人
な
は
り
の
郷

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
問
う

問　
令
和
５
年
度
の
加
工
販
売
施
設
収

支
状
況
の
説
明
で
は
「
奈
半
利
の
お

か
っ
て
」「
加
領
郷
魚
舎
」
の
２
社
が

大
き
く
赤
字
で
あ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
改
善
、
対
策
を
取

り
、
施
設
を
経
営
し
て
い
く
の
か
。
町

民
か
ら
は
補
助
金
の
垂
れ
流
し
と
も
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
早
急

な
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
、
赤
字
を
抑
え
て
い
く
の
か
考
え
を

問
う
。

　
説
明
で
は
、
加
領
郷
魚
舎
は
施
設
利

用
開
始
か
ら
現
在
３
年
目
。
初
年
度
は

約
７
４
０
万
円
の
赤
字
。
５
年
度
は
３

７
０
万
円
の
赤
字
と
の
こ
と
。
経
営
状

態
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　
大
西
地
方
創
生
課
長

　

特
産
品
加
工
販
売
施
設
利
用
者
の
経

営
状
況
並
び
に
町
の
支
援
に
関
し
て
、

「
お
か
っ
て
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

月
２
回
、
町
担
当
職
員
が
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
参
加
し
、
経
営
状
況
の
把
握
等
な

ど
に
よ
り
、
経
営
分
析
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
な
が
ら
、
経
営
力
の
向
上
を
目
指

し
、
商
品
構
成
や
収
益
構
造
の
見
直
し

等
か
ら
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
令
和

５
年
度
は
、約
23
万
円
の
利
益
と
な
り
、

経
営
の
改
善
傾
向
が
図
ら
れ
て
い
る
状

況
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
「
加
領
郷
魚
舎
」
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
も
、「
加
領
郷
魚
舎
」
の
認
知

度
の
ア
ッ
プ
や
販
路
拡
大
に
向
け
た
商

品
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
事
業
者
へ
の
商
談
会
や
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
提
供
並
び
に
出
店
支
援
な

ど
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
奈
半
利
駅
舎
３
階
レ
ス
ト
ラ
ン

ト
ン
ノ
経
営
者
入
居
に
つ
い
て

問　
８
月
２７
日
の
全
員
協
議
会
で
、
レ

ス
ト
ラ
ン
ト
ン
ノ
の
新
し
い
経
営
者
、

家
賃
の
金
額
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
契
約

で
入
居
契
約
を
し
た
の
か
、
議
会
に
は

説
明
が
な
い
。

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
も
説
明
が

な
く
、
他
の
議
員
に
私
が
説
明
を
求
め

ら
れ
て
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
経
営
者
は
ど
こ
の
人
な
の
か
。
奈
半

利
な
の
か
、
田
野
町
な
の
か
、
安
芸
な

の
か
。
経
営
は
ど
の
よ
う
な
形
で
引
き

継
が
れ
た
の
か
。
前
の
経
営
者
の
関
係

者
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
息
子
さ

ん
に
昨
日
会
っ
て
、
大
体
の
話
は
聞
い

て
分
か
っ
て
い
る
が
、
町
長
か
ら
説
明

が
な
い
。
議
会
軽
視
だ
と
考
え
、
説
明

を
求
め
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
場
合
は
、
普
通
の
家

と
は
契
約
が
違
う
。
不
動
産
屋
に
聞
い

た
ら
、
普
通
の
家
で
あ
れ
ば
保
証
人
は

一
人
で
い
い
が
、
二
人
必
要
。
店
舗
は

敷
金
２
カ
月
、
保
証
人
の
年
収
、
保
証

で
き
る
か
出
来
な
い
か
、
そ
う
い
う
こ

と
を
危
惧
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
い
う

こ
と
を
聞
く
か
と
い
う
と
、
今
、
経
営

者
が
ど
ん
ど
ん
逃
げ
て
い
る
。
例
え
ば

公
正
証
書
を
作
成
し
て
い
た
者
だ
け
が

補
償
を
得
ら
れ
る
。
こ
こ
数
カ
月
の
間

に
数
十
件
の
ラ
ー
メ
ン
屋
、
食
店
舗
な

ど
で
火
災
事
故
が
起
き
て
い
る
。
万
が

一
、
ガ
ス
爆
発
な
ど
が
起
き
る
と
い
け

な
い
。
こ
の
経
営
者
は
店
舗
に
保
険
は

か
け
て
い
る
の
か
。
保
険
は
本
人
が
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
費
で
落
と
せ

る
。

　

ま
た
、
家
賃
は
６
万
円
と
聞
く
が
、

年
間
７２
万
円
の
家
賃
は
安
い
と
考
え

る
。

　
町
長
に
聞
く
と
、
例
え
ば
冷
蔵
庫
が

壊
れ
た
ら
全
部
タ
ダ
で
町
が
補
助
し
て

買
っ
て
続
け
さ
せ
る
と
話
し
て
い
る

が
、公
的
な
契
約
を
結
ん
で
い
る
の
か
。

冷
蔵
庫
等
は
２
０
０
万
円
、
３
０
０
万

円
も
す
る
。
３
年
間
家
賃
を
も
ら
っ
て

も
町
が
損
を
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
の
に
、
考
え
が
分
か
ら
な
い
。

答　
大
西
地
方
創
生
課
長

　

奈
半
利
駅
舎
３
階
の
「
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン　

ト
ン
ノ
」
に
関
し
て
、

経
営
者
が
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
前
経
営
者
か
ら
従
業
員

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
る
な
ど
の
諸
事
情
に
よ
り
、
営
業

の
継
続
が
厳
し
い
状
況
か
ら
閉
店
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
と
の
相
談
が
あ

り
、
中
芸
地
区
商
工
会
や
高
知
県
事
業

承
継
・
事
業
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
等
の
専

門
機
関
を
紹
介
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、事
業
承
継
制
度
の
活
用
で
、

新
た
な
経
営
者
と
な
る
方
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
業
が
引
き
継
が
れ
た

も
の
で
あ
る
。
新
た
な
経
営
者
は
、
安

芸
市
在
住
の
方
で
あ
る
。

　

テ
ナ
ン
ト
の
利
用
に
つ
い
て
は
、「
一

般
社
団
法
人　

な
は
り
の
郷
」
が
駅
舎

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
の
で
、
事
業
を

引
き
継
が
れ
た
新
た
な
経
営
者
か
ら
、

利
用
許
可
の
申
請
を
受
け
て
、
利
用
許

可
を
出
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

備
品
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
中
に
は
町
が
設
置
し
た
備

品
と
、
個
人
の
方
が
整
備
さ
れ
て
い
る

備
品
が
存
在
す
る
。
な
は
り
の
郷
と
町

と
が
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
中
で
、
町

と
な
は
り
の
郷
と
の
負
担
区
分
が
う
た

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
対
応
し

て
い
る
。

　

火
災
保
険
に
つ
い
て
は
、
な
は
り
の

郷
と
駅
舎
と
の
指
定
管
理
契
約
の
中
で

町
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

答　
竹
﨑
町
長

　

今
回
経
営
者
は
変
わ
っ
た
が
、
前
経

営
者
と
同
じ
条
件
で
利
用
許
可
を
出

し
、
現
在
経
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
議
員
ご
指
摘
の
件
に
つ
い

て
は
十
分
精
査
し
、
議
会
へ
の
報
告
に

も
留
意
し
て
い
き
た
い
。

おかって、加領郷魚舎の経営改善対策を！
　認知度のアップや販路の拡大を図っていく
　　　　　　　　　　　　　/ 大西地方創生課長

中川　和明  議員
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事業実施期間

同居・近居加算

新婚生活を応援します新婚生活を応援します
　令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

　補助対象世帯において
次の全ての要件を満たす場合

費用対象期間 　令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

補助金額 夫婦共に29歳以下の世帯、1世帯あたり60万円まで／その他の世帯、1世帯当たり30万円まで
同居・近居加算のある場合：夫婦共に29歳以下の世帯、1世帯あたり90万円まで／その他の世帯、1世帯当たり45万円まで

補助対象世帯 　新婚世帯（令和6年1月1日から令和7年3月31日までに婚姻届を提出し、受理された夫婦）で、次の全ての要件を満たす場合。
１．世帯の所得が5００万円未満であること。（※注）
2．夫婦ともに婚姻日における年齢が3９歳以下であること。
3．費用対象期間に取得または賃借した奈半利町内の住居に夫
婦ともに居住し、この居住先が住民基本台帳に記録されて
いること。

4．他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと。
5．夫婦ともに県税及び町税等を滞納していないこと。
6．夫婦ともに奈半利町暴力団排除条例（平成２２年奈半利町条例第１
６号）第２条第２号に規定する暴力団員等でないこと。

7．過去にこの要綱に基づく補助を受けた者がいないこと。
　（※注）前年または前々年の所得による（申請時に取得できる
最新の所得証明書）

　ただし、次の場合はそれぞれの計算方法により算出した金額
とします。

　貸与型奨学金（公的団体または民間団体より、学生の修学ま
たは生活のために貸与された資金をいう。）の返済を現に
行っている場合は、算出した世帯の所得から貸与型奨学金
の年間返済額を控除した金額。

１．以下のいずれかに該当する世帯
　ア　親世帯と同居する世帯（夫婦の一方が結婚前から親と同居しており、結婚を機に配偶者が当該

住宅に入居する世帯を含む）
　イ　親世帯の居住地と近居となる世帯（夫婦と親世帯の双方が、奈半利町内の住居に居住し、その

居住先が住民基本台帳に記録されていること）
２．補助対象経費の全額が、1世帯当たりの補助上限額を超える世帯補助対象経費

１．結婚を機に新たに住宅を取得する際に要した費用　※駐車場代、土地代、光熱費、旧住宅の解体撤去費、設備購入費等は対象外
２．結婚を機に新たに住宅を賃借する際に要した費用で、賃料、敷金、礼金（保証金などこれに類する費用を含む。）、共益費、仲介手数
料が対象※勤務先から住宅手当が支給されている場合は、住宅手当分については補助対象外

３．結婚に伴う新居への引っ越しの費用（引っ越し業者、運送業者へ支払った実費が対象）
　※不用品の処分費用や、引っ越し業者でない者に支払った費用は対象外
　※費用対象期間内に行われた引っ越しであること。　※費用対象期間内に支払済であること。（領収書が必要です）
4．リフォーム工事に係る費用　※家電製品の購入及び厨房製品（工事を伴わない設置のみの場合）は補助対象外

奈半利町結婚新生活支援事業

●お問い合わせ先（申請先）：
奈半利町役場　住民福祉課　☎　0887－38－4012
e-mail：jyuuminhukushi@town.nahari.kochi.jp

事業開始日 　令和6年10月1日から 補 助 金 額 　１夫婦につき１０万円

交付対象者 　婚姻の届け出を行った夫婦で、次のいずれにも該当するもの。
１．婚姻の届出日時点において夫婦とも３９歳以下であり、いずれもこの結婚祝金の交付を受けていないもの。
2．結婚祝金の申請日において、夫婦双方が本町に住所を有し、居住しているもの。
3．結婚祝金の交付の決定を受けてから、夫婦双方が継続して２年以上本町に居住する意思を有するもの。
4．夫婦双方が本町の税を滞納していないもの。
5．夫婦双方が奈半利町暴力団排除条例に規定する暴力団員等でないこと。
　※結婚祝金の交付申請は、婚姻届出日から６カ月以内に行ってください。
　※詳細は、住民福祉課担当までお問い合わせください。

このたびは、ご結婚、誠におめでとうございます！
奈半利町では、結婚を祝福し、夫婦の新しい人生を応援するため、
結婚祝金を交付しますので、ぜひご活用ください。

奈半利町結婚祝金

結婚を祝福します結婚を祝福します結婚を祝福します

奈半利町出会い支援事業補助金のご案内奈半利町出会い支援事業補助金のご案内
　奈半利町では子どもの出生数が毎年減少しつつあります。また、令和５年１月末には奈半利町の
人口が3,000人を下回るなど、人口減少・少子高齢化問題はさらに深刻化しています。当町ではこ
の課題解決に向けて、結婚から子育てまで幅広い支援を行っておりますので、結婚への意欲がある
方、まずは当補助金をぜひご活用ください。
　この補助金は、事後申請型とし、民間の結婚相談所（以下、「結婚相談所」という）及び高知県
が実施する出会い結婚支援事業のマッチングシステム（以下、「マッチングシステム」という）へ
入会登録した者に対して予算の範囲内で入会金及び登録料の一部の補助を行います。

■補助対象者
（１）18歳以上39歳以下の独身者（高校生を除く）
（２）令和６年10月１日以降に初めて入会登録した者
（3）結婚相談所、マッチングシステムへの登録時点において

奈半利町に住所を有する者であり、かつ、今後も町内に在
住する意思があること

（４）町税等を滞納していないこと
■補助額
　補助金の額は、入会登録料と同額とする。ただし、結婚相談
所の入会登録料に係る補助金の額は５万円を上限とする。

■補助対象
　補助対象となる結婚相談所は次に掲げる連盟等のいずれ
かの加盟店かつ高知県内に事業所を構えるものに限る。
（１）日本ブライダル連盟（BIU）
（２）日本結婚相談所連盟（IBJ）
（３）全国結婚相談事業者連盟（TMS）
（４）日本仲人連盟（NNR）
（５）日本仲人協会（NK）
（６）こうち結婚推進協会
（７）その他、町長が認める連盟等
■申請期限　　 令和 7年２月 28日まで

奈半利町の出生数
 年度 出生数
 Ｒ１ 19
 Ｒ２ 16
 Ｒ３ 17
 Ｒ４ 11
 Ｒ５ ６

【お問い合わせ先】　奈半利町地方創生課　TEL:0887－38－7775
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　納税（付）通知による収納額は、住民の安全・安心に要する経費に使われ、地域づくりの資金とな
るものなので、ご理解・ご協力をお願いしています。地域を守りつくっていく主役は皆さんです。
　そのために自分たちは何ができるのか、もう少し頑張れないか併せて考えてみてください。 

～なぜ滞納するの～　※滞納ゼロをめざして【その 3】※

➡　理由は千差万別ですが、次はその主な４パターンです。 
 ①払いたくない人
 ②税や住宅使用料よりも他の生活費を優先して支払う人
 ③うっかり納付を忘れている人
 ④生活困窮で納付できない人

〇 滞納はどんな理由なの？

　①課税（賦課）額が高過ぎるといった不満や疑問 [行政不信型Ａ]
　　➡疑義の協議を通じて理解を求めますが、一定の時期には差し押さえ等に移行します
　②課税以外に事業や職員への不満 [行政不信型Ｂ]
　　➡不満の協議を通じて理解を求めますが、一定の時期には差し押さえ等に移行します 
　③特段の理由も無く払いたくない [支払拒否型 ]　➡滞納理由がないので、差し押さえ等を執行します 

〇 「払いたくない」人には 

 ａ、住宅や水道の維持管理に要する経費が不足し、住民全体に迷惑をかけていること
 ｂ、住宅や水道を利用したのに払わないことは、例えれば「無銭飲食」です
　このケースは、社協の家計管理支援事業、家族や地域のアドバイス等が考えられますがいずれも限界があり、
ご自身として生活規律の見直しをしていただくしかありません。
　放置されると差し押さえ等を行うことになります。

〇 他の生活費を優先して支払う人には 

　うっかり忘れはあり得ることですが、このまま
では困ったことになります。
　滞納した場合、督促や催告でお知らせします
のですぐに納付をしていただくことになります。
　ただ、特に納税通知や督促などの連絡文書を
見ないままに放置や廃棄する方もおられます。
　放置されるとやはり差し押さえ等を行うことに
なりますので、十分に気を付けてください。

〇 「うっかり忘れ」は困ります！ 
　収支や資産からはとても支払えない層も存在しま
す。その方からは強制的に徴収することはできません
し、すべきではありません。
　また、こうした場合には、制度上の免除猶予措置も
準備されています。
　当面は、困窮状態からの脱却「生活再建」に専念す
べきと考えます。
　生活保護など福祉的措置の対象かもしれません。町
の関係部署にご相談ください。 

〇 生活困窮で納付できない人

3パターンに区分されます。それに対する町としての対応策[➡以下]
もご覧ください。

その場合に、ぜひ考えてほしいことが2つあります。 

　　2025年農林業センサスにご協力ください
　
　令和７年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわれる「2025年農
林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される極めて大
切な調査です。
　令和６年12月中旬から農林業を営んでいる皆様のところに調査員が訪問して、調
査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

毎回滞納の話で恐縮ですが、理想の滞納ゼロ社会を追求しています。
どうすればできるのでしょうか？ 行政だけでは無理です。住民皆さんの理解と協力が必要です。

◀ なはり広報　No.35725



〇保育間伐など
・造林事業（森林環境保全直接支援事業）
　　県が定めた標準単価の68%など
・みどりの環境整備支援事業（公益林保全整備）
　　定額59,000円/ha

〇搬出間伐
・造林事業（森林環境保全直接支援事業）
　　県が定めた標準単価の68%など　
・木材安定供給推進事業
　　搬出材積によって169,000～713,000円/ha
・みどりの環境整備支援事業
    81,000～122,000円/ha（森林整備）
    80,000円/ha（多様な森づくり整備）

〇再造林など（鳥獣害防止施設含む）
・造林事業（特定機能回復事業）
　　県が定めた標準単価の72%など
・造林事業（森林環境保全直接支援事業）
　　県が定めた標準単価の72%など

〇再造林など
・森林資源循環利用促進事業
　　県が定めた標準単価の18～23%など
　（造林事業等と組み合わせて最大で95%）
〇保育間伐など
・みどりの環境整備支援事業
　18,000～30,000円/ha（森林吸収源整備）
　20,000～30,000円/ha（多様な森づくり整備）
※国の補助事業に県が独自に上乗せを行う単独事業です。

間伐や造林などに関する支援制度（令和6年度）
県では、森林の有する多面的機能の維持・増進や林業の振興による中山間地域の経済の活性化に向け、持続
可能な森づくりの推進に取り組んでいます。実施に当たっては、さまざまな補助事業が活用できますので、ぜ
ひご検討ください。

上記は、国及び県の補助事業とそのおもな内容です。市町村によっては、独自の上乗せ（加算）などを行っている場
合がありますのでご確認ください。また、事業によって補助要件等がございます。詳しくは、森林の所在する下記の
林業事務所にお問い合わせください。

高知県林業振興・環境部　木材増産推進課（森林整備担当）：088－821－4602
安芸林業事務所：0887－34－1181　中央東林業事務所：0887－53－0657　嶺北林業振興事務所：
0887－82－0162　中央西林業事務所：088－893－1292　須崎林業事務所：0889－42－2371　幡多
林業事務所：0880－35－5977　もしくは、森林の所在する市町村、森林組合までお問い合わせください。

－お問い合わせ先－
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※1　高校生年代…18歳到達後の最初の3月31日まで
※2　進学・就学にかかわらず子を養育している場合は多子加算の対象となります。
（例）生活費や学費などを負担している。同居していて生活上の世話・必要な保護をしている。
　　別居しているが、定期的な連絡・面会をしている。

児童手当制度改正について児童手当制度改正について

民泊受入家庭募集！！民泊受入家庭募集！！

◎制度改正に伴い、申請が必要になる人
○現在、所得限度額超過により、特例給付の支給
対象外となっている人

○高校生年代の児童のみを養育している人
○児童手当の算定児童として、奈半利町に届け出し
たことがない高校生年代の児童を養育している人
例)高校生年代の児童が中学生までの間に奈半
利町で児童手当を受給したことがない、児童手
当の認定請求時に養育している児童として届け
出たことがない

○0歳から高校生年代の児童と18歳から22歳
（18歳到達後最初の3月31日を経過してから
22歳到達後最初の3月31日まで)までの子を
合わせて3人以上養育している人
※18歳から22歳までの子が

   ・進学している場合は、進学先・卒業予定時期がわ
かるもの（学生証など）をご持参ください。

　・就職・離婚している場合は、自立に係る状況、親
などの経済的負担の状況を申し立てする必要
があります。

　申請が必要な人は、受給者(父母等のうち所得
の高い方）の口座番号がわかるもの（通帳や

キャッシュカード）と保険証、マイナンバーがわかる
もの（保護者と対象となる児童全員分）、印鑑を
ご用意いただき、住民福祉課窓口までご提出く
ださい。
　申請書等は窓口の他、奈半利町HPにも掲載し
ています。　HPではより詳しく解説しています
のでご確認ください。　公務員の方は、勤務先へ
の申請をお願いいたします。
　受付時期・方法等は勤務先にご確認ください。

◎申請が不要な方の例
・中学生以下の児童のみ養育している人
・中学生以下の児童を養育し、奈半利町で児童
手当を受けたことのある高校生年代の児童が
いる人
・所得制限撤廃により手当が増額になる人

◎申請期限
　令和7年3月31日までに申請があった場合は、
令和6年10月分から遡って支給します。
　令和7年4月1日以降の申請となる場合は申請
月の翌月分からの支給となりますのでご注意く
ださい。

　近年、教育旅行における農林漁村民泊は、子
どもたちが1泊の田舎体験を通じ、人と人との
ふれあいから多くを学び成長ができる点などか
ら教育効果が高く、全国的にも注目されていま
す。奈半利町は海、山、川と３拍子揃っており、田
舎体験をするには大変恵まれている地域です。
　高知県東部観光協議会では、平成２８年度か
ら民泊に取り組んできました。令和７年度は大
阪の中学校が高知県東部地域で民泊する予定
となっています。

　子どもたちを家族の一員として迎え、日常の
作業を体験し食事を一緒に作って食べながら、
楽しい時間を過ごしてみませんか。
　交流を目的とした民泊ですので、特別に気負
う必要はなく、各家庭に応じたもので構いませ
ん。例えば、農作業体験や川や海で魚釣りなど、
特別な体験は必要なく、普段から各家庭でして
いることでかまいません。
　また、民泊受入はボランティアではなく、受入
家庭には体験料が支払われます。
　興味やご質問などございましたら、高知県東
部観光協議会までお問い合いわせください。

　令和6年10月分（初回支給は令和6年12月）から、児童手当法の改正による制度改正が行われます。

●民泊の取り組み ●受入家庭募集

改正となる制度

対象児童年齢の拡大

所得制限の撤廃

多子加算の増額

第3子以降のカウント
方法の変更

支給回数の増加

内　容

支給対象年齢が高校生年代（※1）の子まで拡大されます。

所得額による支給制限がなくなります。

3人目以降の子は、月額30,000円の支給となります。

多子加算としてカウントする子の範囲が
22歳までとなります。※2

年3回から年6回（2月・４月・6月・８月・10月・12月）
へ増加します。

年　齢

3歳未満

3歳以上～ 18歳
に達した最初の
年度末まで

金　額

第1子・第2子：
15,000円

第3子：30,000円

第1子・第2子：
10,000円

第3子：30,000円

●お問い合わせ　（一社）高知県東部観光協議会
電話：０８８７-３８-０８６６

●お問い合わせ　　奈半利町役場　住民福祉課
　　　　　　　　　〒781-6402　高知県安芸郡奈半利町乙1659‒1　TEL:0887‒38‒4012
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　ごみの分別やごみステーションの利用について、相談や苦情が寄せられています。ごみ
出しのルールやマナーが守られていないと、適切に資源化ができなかったり、処理施設で
の事故につながる恐れがあります。
　ごみ出しのルールやマナーに対する苦情が増えています。「自分だけだから大丈夫」「少しだけだからいいだ
ろう」ではありません。
　苦情の内容としては、ごみステーションに収集日以外のごみを出していたり、収集できないものを出していると
いう声が多く寄せられています。収集できないごみを出した場合、たとえステーションに出したとしても、不法投棄
とみなされることがあり、罰金刑等の処分を受けることがあります。
　ルールが守られていないごみは収集ができず、ステーションにごみが増えていくこととなり、ご近所の方に迷惑
をかけることになります。一人ひとりがごみ出しのルールとマナーを守りましょう。

ごみ出しのルールとマナーを守りましょうごみ出しのルールとマナーを守りましょう

　ごみステーションに放置されたごみや散乱しているごみは誰かが片付けています。自身で出したごみが何らかの
理由で収集されなかったときは、ごみステーションに放置せずに必ず持ち帰りましょう。
　ごみの出し方、出す曜日がわからない時はクリーンセンターまたは住民福祉課までお問い合わせください。また、
役場住民福祉課窓口にステーションごとのごみカレンダーも置いていますので、必要な方は取りにおいでください。

1. クリーンセンターへの持ち込み手数料無料日について
　一般ごみと粗大ごみはクリーンセンターへ直接持ち込むこ
ともできます。
　毎週水曜日は持ち込み手数料が無料となっています。
2． 年末年始のごみ収集について
　年末年始のごみ収集については、後日、新聞折り込みチラ
シ・町内掲示板・町ホームページ等でお知らせいたします。
3． 祝日のごみ収集について

無責任な飼育はやめてください無責任な飼育はやめてください

●飼い犬の登録手続きはしていますか？
　飼い犬の登録と狂犬病予防注射は飼い主の
義務です。犬を飼い始めたら住民福祉課または
動物病院で登録し、犬鑑札の交付を受けてくだ
さい。※登録手数料：３，３００円
　また、飼い主の住所が変わった・他の人に犬
を譲った・譲り受けた。犬が亡くなった等の際に
も手続きが必要です。
●飼い猫は室内で飼育しましょう
　飼い猫は登録制度が無いため、逃げてしまっ
たりすると飼い主を見つけることが困難になり
ます。また、交通事故や感染症を防ぐためにも室
内で飼育し、去勢・不妊手術を受けさせましょう。
●ふん・尿の後始末は飼い主の責任です。
　道沿いや公園・空き地等にそのまま放置する
のは絶対にしないでください。飼い主が責任を
持って処理しましょう。

●野良猫へのエサやりはしないでください。
　野良猫にエサを与えたり、自宅の敷地内に寝
床を作ったりするなど、飼い猫と同じような世話
をすると、飼い主とみなされることがあります。
その野良猫がご近所の方に迷惑を掛けてしまっ
た場合、エサを与えている方が責任を問われる
ことがありますので、野良猫にはかかわらない
でください。

　野良猫や犬のふんについての苦情が大変多
くなっています。野良猫はかわいそうだから、室
内では飼えないから等の理由でエサを与える方
がいますが、猫は繁殖能力が高く、あっという間
に増え、ご近所の方に迷惑をかけることになり
ます。エサを与えるのであれば、責任を持って室
内で飼うようにしましょう。
　飼い犬についても、ルールやマナーをしっか
りと守り、ご近所の方に迷惑を掛けないようにし
ましょう。

　飼い主は法律上、飼っている動物に対しての責務を負わねばなりません。人間と動物が共に安心
して暮らせるよう、ご自身が飼っている犬や猫の飼い方を改めて考えてみませんか。

　祝日は一般ごみ（可燃ごみ）のみの収集となってお
ります。ほかのごみはステーションに出されても収集
できません。（粗大ごみやペットボトル等）
○１２月の祝日：なし　　〇１月の祝日：１日、１３日

　気づかないうちに周囲の方に迷惑を掛けていないか、飼い主としてのご自身の行動を振り返り、
愛情と責任を持って、最期まで飼いましょう。
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令和６年度奈半利町生涯学習歴史講座を開催します！令和６年度奈半利町生涯学習歴史講座を開催します！
　さまざまな歴史を学んでみませんか？　どなたでもお気軽にご参加できますので、ぜひお越しください。
◆日　程　第1回  令和6年12月2日（月）／第2回  令和6年12月9日（月）／第3回  令和6年12月16日（月）
◆時　間　午後７時～（※１時間程度の講演）　　◆場　所　奈半利町保健センター　グリーンホール
◆講　師　第1・2回　高知県立高知城歴史博物館長　渡部　淳　氏
　　　　　第3回　高知県立歴史民俗資料館副館長　松田　直則　氏
◆内　容　第1回　江戸の古文書を読む～手紙の作法～
　　　　　第2回　失われゆく土佐文化　　第3回　高知県東部の戦国時代の城郭

●お問い合わせ先　　奈半利町教育委員会　☎ 38－8188
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　外出が困難な高齢者や障がいのある方に対し、外出支援サービスを実施しています。

外出支援サービス事業について外出支援サービス事業について

　町内に住所を有し、次のいずれかの項目に該
当する方
　１．おおむね65歳以上の高齢者であって、一般
の交通機関を利用することが困難な方
　２．身体障害者手帳1級もしくは2級の交付を受
けており、一般の交通機関を利用することが困難
な方

　
　月額5,000円を上限とし、平、花田、池里、米ケ
岡、宇川、須川、久礼岩、大原、西ノ平、加領郷の
各地区に居住している方については月額8,000
円を上限としますが、利用した費用の１割は自己
負担となります（生活保護受給者を除く）。
　　例）月額3,000円利用した場合、自己負担分
は300円となります。

　自己負担額の支払いについては、タクシーを
利用した際に支払うのではなく、４カ月に１度利
用分を集計し、役場から納付書を郵送します。
（請求月は８月、12月、４月）
　なお、月額の上限を超えた分につきましては、
全額自己負担となります。

　医療機関への通院や、日常生活に必要な行き
先についてご利用いただけます。
　例）病院、薬局、買い物、金融機関、理美容など

　申請を希望される方は、一度住民福祉課まで
ご連絡ください。
　一度訪問させていただき、生活状況等確認さ
せたいただいたうえで申請の可否をします。

マイナ保険証をご利用ください！マイナ保険証をご利用ください！

国民健康保険加入または後期高齢者医療加入の人
【マイナ保険証をお持ちの人】
　現在お持ちの保険証またはマイナ保険証をご
利用ください。保険証の有効期限以降はマイナ
保険証をご利用ください。有効期限を迎える前

に、現在の保険の資格情報が確認できる「資格
情報のお知らせ」を送付する予定です。

【マイナ保険証をお持ちでない人】
　現在お持ちの保険証を有効期限までご利用く
ださい。有効期限を迎える前に、保険証に代わる
ものとして「資格確認書」を送付する予定です。
　　※現行の保険証の有効期限は、令和7年7
月31日までです。

　法令の改正により、令和６年１２月２日以降、現行の被保険者証（保険証）の発行ができなくなり、マ
イナ保険証を利用する仕組みに本格的に移行していきます。
　マイナンバーカードを持っていない人や保険証利用の登録をしていない人は、手続きをしてマイナ
保険証を使ってみましょう。

○外出支援サービスについてのお問い合わせは住民福祉課（３８－８１８１）までお願いします。

利用対象者

行　き　先

申請方法

助　成　料

12月以降の利用について

令和6年度高知県広域がん検診のお知らせ令和6年度高知県広域がん検診のお知らせ

●お問い合わせ先　　中芸広域連合保健福祉課　☎３８－８２１２

　高知県内に住所のある方で、今年度（令和６年４月１日以降）のがん検診を受診していない方を対
象に、下記の日程でがん検診が実施されます。申し込み受け付けは令和7年1月8日（水）から開始さ
れます。受診を希望される方は、お早めにお申し込みください。

◆検診料　肺がん検診：無料　胃がん検診：900円　大腸がん検診：300円
　　　　　子宮がん検診：600円　乳がん検診：600円
◆日程表　受付時間は4日間とも午前８時30分～10時30分

◆対象者　肺がん・胃がん・大腸がん検診：40歳以上男女
　　　　　子宮がん検診：20歳以上の女性　乳がん検診：40歳以上の女性

痛みや違和感などの自覚症
状がないうちからの受診が
大切です。
早く見つけて治療できれば
90％以上が治るそうです。

　　検診日 　　　　　　会　場 

2月11日（火・祝） 高知市　総合保健協会中央健診センター 

2月16日（日） 南国市　保健福祉センター

2月23日（日） 高知市　総合保健協会中央健診センター

2月24日（月・振休） 南国市　保健福祉センター

◆申し込み先：公益社団法人高知県総合保健協会
　受付期間：令和7年1月8日（水）～各検診日の２週間前まで
　受付時間：平日の午前8時30分～午後5時
　電話番号：０８８－８３１－４３５１

肺
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○

○

○
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○

○

○

○
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○

○

○

○

子宮

○

○

○

○

乳

○

○

○

○
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ボッチャが拓いた、全国大会への切符と仲間たちボッチャが拓いた、全国大会への切符と仲間たち

○はじめに　
　今年の夏も猛烈に暑かったですね。巨大地震注意情報や、ノロノロの台風10号にもやきもきさせられ、振り
回されました。ですが、気温も落ち着いてきてだんだんと過ごしやすくなってきましたね。
　さて、地域の日々の活動や、様子をお伝えしていきます。私たちが、暮らしている中芸地域で、どういった『つ
どい』や『つながり』があるのかを、知っていただける機会になればうれしいです。

　「日中活動する場がない」「働く場がない」など、さまざまな地域の課題を解決するため、一般公募でメンバーを募り
「まちの応援団」を結成。当事者の方や“一緒にスポーツや趣味を通して楽しみたい”“何かしたい…”と思う住民の方、
中芸地域で居場所づくりに関わっているサポーターや行政職など、障がいの有無や年齢に関係なく集まり、話し合い
を重ねています。
　“ともに”をキーワードに“居場所”“仕事”“世代間交流”“スポーツ”“相談できる場”“休日活動”の機能を持ったいろいろ
な「つどう」場の実現に向けて語り合っています。「障がいのある人もない人も、大人も、子どもも、誰もが来られると
ころ」を目指しています。

○プログラム

　9：30  開場
　9：30～9：45 オープニングセレモニー
　  安田はまゆう合唱団＆とりちゃんバンド
　9：45～12：15 販売コーナー（弁当、フランクフルト、クッ 
  キー、陶芸品、カゴ等）
  体験コーナー（ボッチャ、ハンドマッサー
  ジ、楽器づくり）
  楽器ふれあいコーナー
  おもてなしコーナー（豚汁）

11：00～12：15 ミニコンサート
  バンド・デ・ツネ
  岡本幸将 氏
  長友美智子 氏
  みんなで歌おう
12：15  閉会 

※写真は昨年度の様子

※内容・詳細は変更になる場合がございます

継続は力なり、次の一歩につなぐボランティア活動継続は力なり、次の一歩につなぐボランティア活動
　Aさんは、高校卒業後、一般就職しましたが、いろいろなことが負担となり、体調不良から仕事を辞めました。その後も、支
援を受けながら仕事ができるように農業体験や就労体験にチャレンジしてきました。それでも、やりたいことや、できそうなこ
とがなかなか見つからず、初めの一歩が踏み出せませんでした。
　そんな中、昨年の始めごろから、安田町の公共施設のホールの掃き掃除を、週 1回することから取り組み始めました。は
じめは支援者と一緒に行い、慣れてきた頃から、一人で行く回数を増やして、今では一人で準備をして、黙 と々掃除をする
姿が見られています。施設の職員からは、「いつもまじめに明るく掃除をしてくれてありがとう。この体験をきっかけに社会と
つながっていってほしい」とエールが送られています。その後、窓拭きも取り入れて掃除をしています。掃除を始めて1 年 8
カ月がたちました。少しずつですが、確実に力をつけ、次の一歩を踏み出す準備をしています。

令和6年10月1日発行

　昨年の秋号で紹介した、『乾竜太さん』が、5 月に高知市で行われた、第 26 回高知県障害者スポーツ大会、「ボッチャ」、立位
の部で、見事優勝し、このたび、10月26日から佐賀県で開催された全国大会に高知県代表として出場されました。
　去る7月には、田野町で行われた、東部ボッチャ大会に3人一組のチーム戦で出場されました。こちらは好成績とはいきませ
んでしたが、チームメイトと和気あいあいとプレーされ、ボッチャの楽しさを改めて感じられました。
　中芸地区では、NPO法人 SLOWAGE が主催し、月に1回の割合で、田野町体育センターを使って、ボッチャ交流会を開催し
ています。ボッチャは男女の違いや年齢の差、障害の有無にかかわらず、楽しむことのできるユニバーサルスポーツです。以下で
紹介している、12月に安田町文化センターで開催予定の『こどもも大人もみんなで遊ぼう！PART.12』でも、ボッチャの体験コー
ナーを特設しますので、皆さんも一度ボッチャにふれてみてください。

〇来場者には粗品をプレゼント！　※なくなり次第終了
〇展示コーナーあり
　作品を展示されたい方は、11月中に、中芸広域連合
保健福祉課までご連絡ください。

地域のこと、一緒に話し合いませんか？　参加ご希望の方は、中芸広域連合保険福祉課までご連絡ください。

『まちの応援団』かわら版　秋号No.6
発行元：中芸広域連合保健福祉課　　　　　TEL 0887ー38ー8212
編集元：特定非営利活動法人　Slow Age 　TEL 0887ー38ー3288

こどもも大人もみんなで遊ぼう！ Part.12

と き：令和6年12月15日(日)
　　　　9：30～12：15
ところ：安田町文化センター

※年に一度の定期イベントのご案内です
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友
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男
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８
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男

７５
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田
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夫
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６
・
８
・
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の
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空
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★
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ん
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す
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ゆ
草

中芸広域シルバー人材センター
事業廃止のお知らせ

中芸広域シルバー人材センター
事業廃止のお知らせ

　長年、当人材センターをご利用いただき誠にありがとうございました。
　当人材センターの会員が高齢により引退され、新規会員も増えない状況のため、草刈
り等の作業依頼をお受けできなくなっております。
　そのような事情もあり、本年12月末日をもって、中芸広域シルバー人材センター事業
を廃止することになりました。
　利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いいたします。
　今後は、各自で業者またはお知り合いの方にお願いしていただくようになり
ます。また、仕事依頼内容等の条件等が合えば、下記シルバー人材センター
が引き受けてくれる可能性もありますので、ご相談していただきますようお
願いいたします。

中芸広域シルバー人材センター　会長　　南　寿雄

　※安芸市シルバー人材センター（電話　0887ｰ35ｰ3603）
　※室戸市シルバー人材センター（電話　0887ｰ24ｰ2018）
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鍋料理でおいしく健康に!鍋料理でおいしく健康に!

エネルギー：242kcal　たんぱく質：20.7g　食塩相当量1．9g　食物繊維3.9g

簡単レシピの紹介　ジンジャー肉山鍋　　
作り方
1　白菜はひと口大、ニラは5㎝長さに切ります。ショ

ウガは皮をむき、千切り。
2　鍋に白菜を敷き詰め、真ん中にもやしをタワーの

ように盛り、周りにニラと舞茸を添えます。
3　②のもやしに豚薄切り肉を張り付けて高さを出し

ます。
4　<だし>の材料を混ぜ合わせ、③に流し入れて、

ショウガの千切りを散らして強火で加熱します。
5　肉の色が変わってきたら、タワーを崩して完全に

火を通し、お好みで万能ねぎ(分量外)を散らして
出来上がり。

材料（3～4人分）

鍋料理の魅力

食べ方のポイント

豚薄切り肉…………… 300g
白菜 ………………… 1/4株
もやし………………… 200g
ニラ……………………… 1束
舞茸 …………………1パック
<だし>
　　鶏ガラスープの素 小さじ2
　　水 ……………… 700ml
　　酒 ………………大さじ1
　　塩 ………………小さじ1
　　しょうゆ …………大さじ1
ショウガ ………………… 2片

　秋も深まり、お鍋が食卓に出る機会も増えて
きたのではないでしょうか。

　鍋料理は身体を温めてくれるだけでな
く、体に良いことがたくさんあります。鍋
料理は大勢で囲んで食べるイメージがあ
りますが、一人暮らしの方にもおすすめし
たい料理でもあります。
　鍋料理の魅力のポイントを知って、効率
よく食事にとり入れていきましょう !

　市販の鍋の素には、1人分で約 4g前
後の塩分が含まれています。1 日の塩分
摂取目標量は男性 7.5g・女性 6.5g・
高血圧等の治療中の方は 6g です。最後
のシメに雑炊にしてスープまで飲んでし
まうと1日の塩分摂取目標量の半分をと
ってしまうことになります。スープを残す
か、薄味で作り、ユズやショウガ、七味な
どで風味をつけるなどの工夫をすると良
いですね。また、ちくわ、さつま揚げなどの
練り製品は塩分を含んでおり、具材に入
れるとさらに塩分過多になってしまいま
すので注意してください。

　最初は野菜から食べて、次に魚や
肉、豆腐などのたんぱく質の具材を
食べ、最後にご飯などの炭水化物を
とる食べ方は、血糖値を上げにくく、
中性脂肪の増加を抑えることができ
ます。

★塩分に気を付けて!

★血糖値を上げにくくするために

　野菜にはビタミン類や食物繊維が多く含まれ、生活習
慣病予防に好ましい食品です。野菜をとることでカサが
減り、鍋料理にすることでより野菜をたくさんとることが
できます。きのこ類も加えることで、食物繊維の摂取が
増え、糖質の吸収
を緩やかにしてく
れます !

　食材に、にんにく、しょうが、に
らを加えてもらうことでさらに
身体を温めて血流を良くし、冷
えの緩和やむくみを予防し、基礎代謝を上げ、脂肪燃焼
効果が高まります。豆腐類や豚肉には、代謝を高めるビ
タミンB群が豊富に含まれています !
　＊豆腐等の大豆たんぱく質は、高脂血症
や動脈硬化を予防するうえで効果的です。
豆腐や豆乳、油揚げなどを加えることで手
軽に摂取できます！

★身体を温め代謝を上げる！★野菜をしっかりとることができる！

　鍋料理は組み合わせ次第で肉や海産物、いろんな野菜などの食品
を使用することができ、ひとつの鍋料理で数多くの栄養素をとること
ができます。人数に合わせて、大鍋や小鍋でも作ることができ、好みの
具を入れることで味付けにも変化を加えて楽しめます！

★低カロリーで栄養バランスも良い！

栄養豊富で身体に
良いことがたくさんある鍋料
理。注意ポイントを守って、
オリジナルの鍋料理を楽し
んでください !　　　　
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こども園だよりこども園だよりこども園だより
歯科指導

♥これからも元気にすくすく育ってね！

松村　梨衣花さん
令和6年2月25日　出生
母：綾香さん

り い か

運動会

　10 月 1２日 ( 土 ) に子どもたちも保護
者にとっても大イベントの運動会があり
ました。お天気にも恵まれ力いっぱい頑
張る姿や、元気に友達を応援する声が聞
かれました。
　日頃の練習の成果をたくさんの方に見てい
ただくことができ、子どもたちも普段以上に力
が湧いているようでした。今年は、幼稚部の３・
４・５歳児合同でダンスをし、とても明るく楽し
そうに踊っていました。

　１０月１６日（水）に吉村先生に来
ていただき、幼稚部３・４・５歳児
が歯科指導を行いました。この日
は、みんなが日頃飲んでいるジュー
スに入っている砂糖の本数を確認し
ました。「いろはすマスカット味」ペッ
トシュガー（１袋３ｇ）の砂糖が７本、
「CCレモン」１７本、「コーラ」にはなんと２７本分入っているようです。子どもだ
けでなく先生も驚きました。

　10月 2２日（火）に米ケ岡に
お芋掘りをしに行きました。お
天気が心配されていましたが、
なんとかお芋ほりができまし
た。例年であれば外でお芋カ
レーを食べるのですが、ちょう
ど雨も降ってきたので、生活体
験施設の中で文化交通安全部
の保護者の方が作ってくれたお
いしいカレーを食べました。

お芋掘り
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